
松山市文化芸術振興計画　令和6年度　進捗状況

基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

イベント情報誌
「きゃめりあ」

松山市文化・スポーツ
振興財団

財団で管理する6施設で開催または募集している各種教室
やイベントの情報を月1回紙面にて紹介する。

月1回発行し、年間合計15,720部発行。 月1回発行し、年間合計15,720部発行。
広く市民に配布し、情報発信に努めたことにより、文化意識の
高揚を図ることができた。

松山市文化協会
ウェブサイト

松山市文化協会
ホームページ上で文化イベントの告知や、参加者募集を行
い、文化芸術活動情報を提供。

ホームページ上で文化イベントを告知し、参加者募集を行った。 ホームページ上で文化イベントを告知し、参加者募集を行った。
市民に文化芸術の鑑賞や参加機会の提供を行うことができ
た。

松 山 市 文 化 ・ ス
ポーツ振興財団
ウェブサイト

松山市文化・スポーツ
振興財団

ホームページ上で文化イベントの告知や、参加者募集を行
い、文化芸術活動情報を提供した。令和元年度にはインス
タグラムでの情報発信を開始し、幅広い世代へ情報を届け
るため様々なツールで情報発信を行っている。

ホームページ上で文化イベントの告知や「カルスポねっと」を使った参加
者募集を行った。

ホームページ上で文化イベントの告知や「カルスポねっと」を使った参加
者募集を行った。

市民に文化芸術の鑑賞や参加機会の提供を行うことができ
た。

文化情報松山「き
らめき」

松山市文化協会
文化協会の会報として「情報誌　きらめき」を年2回(秋号・春
号)発刊し、会員団体及び支所・公民館・学校等にフリー
ペーパーとして配布し、広く情報発信に努めている。

年2回（秋号・春号）を各1,500部発刊。 年2回（秋号・春号）を各1,500部発刊。
紙面を通じて情報発信をすることで、市民に各文化団体の活動
状況を知っていただくとともに、会員同士の交流機会の創出に
つなげることができた。

松山市文化創造
支援協議会ホー
ムページ

松山市文化創造支援
協議会

令和4年度まで実施した各種事業の情報や、「文化人録」や
特集記事などをアーカイブで残しつつ、市民に事業内容を
発信。

事業内容を適宜発信。
【R5更新内容】
・プログラム　6件

事業内容を適宜発信するとともに、松山市内で文化芸術活動を行う「ま
つやま文化人」へのインタビュー記事を掲載。
【R6更新内容】
・プログラム　11件
・まつやま文化人録　3件

デザイン性が高い外部サイトで文化芸術に特化した情報を発
信することで、効果的に市民に情報を提供できた。

坂の上の雲ミュー
ジアム通信「小日
本」

坂の上の雲ミュージア
ム

社会の諸側面「歴史・現在・未来」の3つの視点で、さまざま
な学問の分野からとらえ、また、ミュージアムの活動や館蔵
資料の紹介などさまざまな情報を発信することを目的として
いる。

売上冊数　182冊 売上冊数　146冊
ミュージアムの活動や館蔵資料の紹介をすることで、ミュージア
ムへの興味と理解を深める機会とすることができた。

子規博だより 子規記念博物館
著名な文化人による巻頭エッセイや総館長や当館学芸員
による研究ノートなど、調査研究の成果や当館の活動を発
表、報告する機関誌を発行している。

年3回発行（R5年6月、12月、R6年3月）。 年3回発行（R6年6月、12月、R7年3月）。
・令和6年度の研究成果や当館のイベント等について情報を発
信できた。

①相談窓口を設置するなどして文化芸術に
関する様々な相談に対応する体制を構築しま
す。

松山市ホーム
ページ

文化・ことば課
松山市文化創造支援協議会と連携し、相談窓口としての案
内を市ＨＰに掲載。メール・電話などでの相談を受け付けて
いる。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市のホームページで文化芸術に関しての情報発信を行うととも
に、相談窓口となることで市民の方の文化芸術活動を支援する
ことができた。

②文化庁・民間企業などの補助金、支援制度
についての情報提供やアドバイスを行いま
す。

文化活動支援助
成

松山市文化協会
市内の施設、会議室、音楽練習室等を文化活動のために
使用した会員に対し、施設使用料に必要な経費の一部を、
10,000円を上限に助成。

会員の文化活動に対し助成。
助成件数60件

会員の文化活動に対し助成。
助成件数73件

会員の文化活動の活性化につながるとともに、発表意欲の向
上につながる。

文化創造支援事
業（相談・助言・
活動支援プログ
ラム）

松山市文化創造支援
協議会

市民や団体から提案のあった文化芸術に関する企画に対
し、専門家らが助言等を行い、共に実施していく。

市民から提案のあった4つの企画を実施。アートコーディネーター等によ
る伴奏型支援を行った。
【R5実施事業】
・「ナゾケン～花園芸能文化研究所～」ワークショップ
・展覧会「わたくし美術館開館支援センター」
・ワークショップ「ゆったりのんびり　こどもあそびラボ」
・展覧会「同意のない出会い」

R5年度で終了
市民による新たな文化芸術活動の立ち上げを支援することが
できた。

「ナゾケン～花園
芸能文化研究所
～」ワークショップ

松山市文化創造支援
協議会

市民がこれまでに挑戦してみたかったことと文化芸術を組
み合わせ、参加者同士がそれぞれの表現を共有する場を
「研究所」と呼び、「ナゾケン 〜花園芸能文化研究所〜」を
開催。

やりたいことは頭の中にあるものの、どのようにアウトプットすれば良い
のか分からないと感じている参加者に対し、企画者である杉本恭氏から
のアドバイスと、参加者の率直な意見により、3回を通じてお互いに影響
を受け合い、それぞれの表現を変化させながら取り組んだ。
・日時
第1回：2023年 11月7日（火）19:00～20:40（参加者数：8名）
第2回：2023年 12月5日（火）19:00～20:40（参加者数：9名）
第3回：2024年 1月16日（火）19:00～20:40（参加者数：6名）
・場所
第1回：坂の上の雲ミュージアム3階　会議室
第2回、第3回：坂の上の雲ミュージアム2階ホール

R5年度で終了

専門家が「意欲はあるものの行動に移せていなかった」市民の
方々を後押することで、文化芸術活動の活性化を促すことがで
きた。また、文化芸術に興味がある人同士で交流することで、
人々の連携の強化につなげることができた。

アートマネジメン
ト講座

松山市文化創造支援
協議会

アートコーディネート（イベントの企画から実施まで）を学ぶ
機会や、市民が地元アーティストの活動及び作品の制作過
程を知る機会を作る講座を実施する。

実施なし

松山市を拠点に国内外で幅広くアーティスト活動やワークショップの企
画運営を行う2組のアーティストによるレクチャー＆ワークショップを実
施。
「こんなアートの世界知らなかった！」
・ヤミーダンスと一緒に楽しむダンスの世界
日時：令和6年12月8日（日）14：20～16：00
場所：愛媛県男女共同参画センタ―　3階レクリエーション室
講師：yummydance（振付家・ダンサー）
対象：高校生以上
参加者数：21名
・山内知江子と一緒に楽しむアニメーションの世界
日時：令和6年12月15日（日）13：30～15：30
場所：坂の上の雲ミュージアム　3階会議室
講師：山内知江子（チェコアニメ作家・美術作家）
対象：高校生以上
参加者数：10名

これから文化芸術イベントや講座を企画・運営してみたい人、
アーティストの活動に興味のある人などを対象に講座を開催
し、市民の文化芸術活動の推進につながった。

「ナゾケン～花園
芸能文化研究所
～」ワークショップ
（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

市民がこれまでに挑戦してみたかったことと文化芸術を組
み合わせ、参加者同士がそれぞれの表現を共有する場を
「研究所」と呼び、「ナゾケン 〜花園芸能文化研究所〜」を
開催。

やりたいことは頭の中にあるものの、どのようにアウトプットすれば良い
のか分からないと感じている参加者に対し、企画者である杉本恭氏から
のアドバイスと、参加者の率直な意見により、3回を通じてお互いに影響
を受け合い、それぞれの表現を変化させながら取り組んだ。
・日時
第1回：2023年 11月7日（火）19:00～20:40（参加者数：8名）
第2回：2023年 12月5日（火）19:00～20:40（参加者数：9名）
第3回：2024年 1月16日（火）19:00～20:40（参加者数：6名）
・場所
第1回：坂の上の雲ミュージアム3階　会議室
第2回、第3回：坂の上の雲ミュージアム2階ホール

R5年度で終了

専門家が「意欲はあるものの行動に移せていなかった」市民の
方々を後押することで、文化芸術活動の活性化を促すことがで
きた。また、文化芸術に興味がある人同士で交流することで、
人々の連携の強化につなげることができた。

アートマネジメン
ト講座

松山市文化創造支援
協議会

アートコーディネート（イベントの企画から実施まで）を学ぶ
機会や、市民が地元アーティストの活動及び作品の制作過
程を知る機会を作る講座を実施する。

実施なし

松山市を拠点に国内外で幅広くアーティスト活動やワークショップの企
画運営を行う2組のアーティストによるレクチャー＆ワークショップを実
施。
「こんなアートの世界知らなかった！」
・ヤミーダンスと一緒に楽しむダンスの世界
日時：令和6年12月8日（日）14：20～16：00
場所：愛媛県男女共同参画センタ―　3階レクリエーション室
講師：yummydance（振付家・ダンサー）
対象：高校生以上
参加者数：21名
・山内知江子と一緒に楽しむアニメーションの世界
日時：令和6年12月15日（日）13：30～15：30
場所：坂の上の雲ミュージアム　3階会議室
講師：山内知江子（チェコアニメ作家・美術作家）
対象：高校生以上
参加者数：10名

これから文化芸術イベントや講座を企画・運営してみたい人、
アーティストの活動に興味のある人などを対象に講座を開催
し、市民の文化芸術活動の推進につながった。

①文化芸
術活動へ
の支援

①文化芸
術活動の
推進及び
支援

②文化芸術
活動の中間
支援

④ワークショップやシンポジウム等を通じて文
化芸術活動に関わる個人・団体同士をつな
ぎ、情報や課題を共有して相互に連携してい
く機会を提供します。

①文化芸術
の情報発信

①本市や（公財）松山市文化・スポーツ振興
財団などのウェブサイトやSNSなどを活用し、
広く市民に市内で鑑賞・体験できる文化芸術
イベント等の情報を提供し、文化芸術活動へ
の参加を促します。

②本市や文化団体の取組、文化的人材・団
体の情報などの文化芸術に関する情報を収
集し、広報紙やホームページ・SNSなどで提
供して文化芸術への機運を盛り上げます。

③坂の上の雲ミュージアムや子規記念博物
館の研究内容などが掲載された情報誌を発
行します。

③市民が新たな文化芸術活動を立ち上げた
り、新しい取組をしていくために、専門家を介
した企画制作支援を行います。
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事業名

（イベント名）
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①文化芸
術活動へ
の支援

②文化芸術
活動の中間
支援

④ワークショップやシンポジウム等を通じて文
化芸術活動に関わる個人・団体同士をつな
ぎ、情報や課題を共有して相互に連携してい
く機会を提供します。

文化創造支援事
業（コーディネー
ター入門講座）

松山市文化創造支援
協議会

福祉や教育などさまざまな分野にアーティストの発想や表
現をいかす活動や、市民の創作、表現活動による地域コ
ミュニティの活力を生む活動を企画し、支え、市民同士の関
係を繋ぐコーディネートの役割について学ぶ連続講座。

R5年度は10月から12月にかけて3回の連続講座を実施。
・講師 小川智紀（認定NPO法人STスポット横浜 理事長）
・日時
①第1回2023年10月25日（水）19:00～20:40（参加者数：22名）
ゲスト：創造アトリエあぷりこっと、Save Yemen Babies　大川理恵
②第2回2023年11月22日（水）19:00～20:40（参加者数：25名）
ゲスト：生活介護事業さんかくやま 青砥穂高、サ々キDUB平、豊島吾一
③第3回2023年12月20日（水）19:00～20:40（参加者数：17名）
ゲスト：文化・芸術の観客の集い めぐりて　秦 元樹

R5年度で終了

教育、福祉、文化芸術に興味を持っている方、新しい活動を始
めたい方、既存の活動をアップデートしたい方など、講座に参
加された方が実際に活動している方から学び、また参加者同
士でコミュニケーションを取ることで、文化芸術活動の活性化、
文化芸術に携わる人々の連携の強化につなげることができ
た。

シンポジウム「朝
まで共生社会～
どうする？どうな
る？共生社会」

松山市文化創造支援
協議会

アーティスト、研究者、実践者による「共生社会」をテーマと
したシンポジウムと、市民のパフォーマンス発表を組み合わ
せた「スタ☆タン！！」イベントを開催。

市民のパフォーマンス発表を踏まえたうえで、他者の表現をどのように
受け止め、どのように関わるのかについて議論が行われた。
・日時 2024年3月10日（日）14:00～16:30
・場所 シアターねこ
・参加者数　51名
・シンポジウム登壇者
青砥穂高、井上志保、牛島光太郎、大川理恵、金成めい、サ々キDUB
平、白石卓央、戸舘正史、永井誠一、野村優子、秦 元樹、山口信夫、ヤ
ミーダンス(宇都宮忍、合田緑、得居幸)、渡邉元貴
・パフォーマンス出演者
入義秀子、カンダマン、しょうたろう、月々、ナゾケン合唱団、松宮俊文

R5年度で終了
文化芸術活動の活性化、文化芸術に携わる人々の連携の強
化につなげることができた。

松山市文化協会
運営補助

文化・ことば課
各分野で活動する文化団体の取りまとめ組織として位置付
ける市文化協会を支援することで、各分野の文化振興を図
る。

文化協会に補助金を支出。 文化協会に補助金を支出。
・市民に文化芸術の鑑賞や参加機会の提供と、会員の発表の
機会の創出ができた。

文化スポーツ振
興事業補助金

スポーティングシティ
推進課

公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団が実施する
文化事業を支援する。

公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団に補助金を支出。 公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団に補助金を支出。
・市民に文化芸術の鑑賞や参加機会の提供及び発表の機会
の創出ができた。

松山俳句協会運
営補助

子規記念博物館
市民俳句大会などを実施することで本市の短詩系文学の
振興に資するのため、松山俳句協会に補助金を支給してい
る。

松山俳句協会に補助金を支出。 松山俳句協会に補助金を支出。
・補助金の支出により、大会の開催や協会報・入選句集の発行
を行い、会員の創作意欲の向上を図り、会員相互の連帯感を
高めることができた。

会員等主催事業
の名義後援

松山市文化協会
会員などが主催する事業の名義後援を行い、自主的活動
を支援する。

会員などが主催する事業の名義後援
公演事業数：35件

会員などが主催する事業の名義後援
公演事業数：34件

会員の主催事業等を後援することで会員の文化活動の支援を
行う。

賞状・トロフィー・
祝電等の供与事
業

松山市文化協会
各種文化行事開催に伴う会員団体への賞状、楯・トロフィー
の供与

賞状や楯・トロフィーの供与
賞状：57件、楯・トロフィー：13点

賞状や楯・トロフィーの供与
賞状：56件、楯・トロフィー：12点

賞状や楯・トロフィーを供与することにより、自主的活動を支援
する。

「いい、つばきの
日」記念イベント
オンライン句会ラ
イブ

文化・ことば課

平成30年に制定した、1月28日の「いい、つばきの日」に合
わせて、「つばき」により親しんでもらうため、本市に根付い
た俳句文化をいかし、「つばき」をテーマにしたリモート句会
ライブを開催する。

ひみつジャナイ基地でリモート句会ライブを開催。
当日再生回数：3,956回
投句者数：645人
投句数：3,243句

ひみつジャナイ基地でリモート句会ライブを開催。
当日再生回数：4,087回
投句者数：688人
投句数：3,362句

リモートで配信することにより、国内外の俳句ファンへ、「俳都
松山」と市花の「つばき」の魅力をPPできた。

坊っちゃん文学
賞presents誰でも
書けるショート
ショート講座

文化・ことば課
「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎
え、ショートショートを書くメソッドを学ぶイベント。オンライン
で開催し、全国から参加者を募る。

オンライン講座を3回実施。
【参加者数】 計　59人
・5/29　18人
・6/28　20人
・7/25　21人

オンライン講座を3回実施。
【参加者数】  計　72人
・5/28　26人
・6/25　24人
・7/30　22人

全国どこからでも参加できるオンライン講座を開催することで、
ショートショートを書く楽しさを広く周知することができた。

文化創造支援事
業
（ゆったりのんび
り　こどもあそび
ラボ）

松山市文化創造支援
協議会

子どもの表現活動に興味を持つ方を対象としたワークショッ
プ。アーティストがファシリテーターとなり、子どもの居場所
づくりについて考え子ども向けのワークショップの手法を体
験するとともに、実施時の考え方を共有し、文化活動の担
い手を育成する。

松山市内で、市民それぞれが子どもの表現や学校以外の居場所につい
て考え、関わることを支援する参加した市民それぞれの想いや特性を生
かしたワークショップ「こどもあそびラボ」のワークショップを実施。（参加
者数　38名）
・ワークショップ内容
①自由に表現してみようの空間
②紙芝居よみきかせ空間
③廃材でぬいぐるみづくり空間
④おかあさんものんびりしたらいいよ空間
・ワークショップ担当　越智香苗、桐子カヲル、田村祐子、土山あやか、
牧野陽子、山本千絵
・ファシリテーター　有門正太郎
・コーディネーター　阿比留ひろみ

R5年度で終了
来場した子ども、保護者、ワークショップを考えた参加者などが
それぞれ思い思いの時間を楽しむことができた。

ふるさとふれあい
塾

観光・国際交流課

商工会議所、松山大学等との連携により、学生及び一般市
民を対象としたふるさと松山を学ぶ講座を開講し、松山の
魅力を発信できる人材を育成する。
令和元年度までは松山大学で対面の講義を実施した。令
和２・３年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
めオンラインで開催し、令和４年度以降は会場かオンライン
かを選んで参加できるようになっている。

令和５年１０月２０日に実施
観客数：約１５０人

令和６年１０月２５日に実施
観客数：約１６０人

ふるさとふれあい塾を実施することで、松山の魅力を発信でき
る人材の育成に寄与した。

アートマネジメン
ト講座

松山市文化創造支援
協議会

アートコーディネート（イベントの企画から実施まで）を学ぶ
機会や、市民が地元アーティストの活動及び作品の制作過
程を知る機会を作る講座を実施する。

実施なし

松山市を拠点に国内外で幅広くアーティスト活動やワークショップの企
画運営を行う2組のアーティストによるレクチャー＆ワークショップを実
施。
「こんなアートの世界知らなかった！」
・ヤミーダンスと一緒に楽しむダンスの世界
日時：令和6年12月8日（日）14：20～16：00
場所：愛媛県男女共同参画センタ―　3階レクリエーション室
講師：yummydance（振付家・ダンサー）
対象：高校生以上            参加者数：21名
・山内知江子と一緒に楽しむアニメーションの世界
日時：令和6年12月15日（日）13：30～15：30
場所：坂の上の雲ミュージアム　3階会議室
講師：山内知江子（チェコアニメ作家・美術作家）
対象：高校生以上            参加者数：10名

これから文化芸術イベントや講座を企画・運営してみたい人、
アーティストの活動に興味のある人などを対象に講座を開催
し、市民の文化芸術活動の推進につながった。

①文化芸術
を支える人
材の育成・
活用

②人材・担
い手の育
成

①文化芸
術活動の
推進及び
支援

①アートマネジメントや地域の文化に関する
講座などの文化芸術と社会をつなぐ事例や
方法を学ぶ機会を提供し、参加、企画、運
営、表現、支援などに関わる人材を育成する
とともに、活躍する場の創出に取り組みます。

⑤市内文化団体の相互連携や育成を図るた
めに松山市文化協会等への支援を行いま
す。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

①文化芸術
を支える人
材の育成・
活用

アートマネジメン
ト講座（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

アートコーディネート（イベントの企画から実施まで）を学ぶ
機会や、市民が地元アーティストの活動及び作品の制作過
程を知る機会を作る講座を実施する。

実施なし

松山市を拠点に国内外で幅広くアーティスト活動やワークショップの企
画運営を行う2組のアーティストによるレクチャー＆ワークショップを実
施。
「こんなアートの世界知らなかった！」
・ヤミーダンスと一緒に楽しむダンスの世界
日時：令和6年12月8日（日）14：20～16：00
場所：愛媛県男女共同参画センタ―　3階レクリエーション室
講師：yummydance（振付家・ダンサー）
対象：高校生以上
参加者数：21名
・山内知江子と一緒に楽しむアニメーションの世界
日時：令和6年12月15日（日）13：30～15：30
場所：坂の上の雲ミュージアム　3階会議室
講師：山内知江子（チェコアニメ作家・美術作家）
対象：高校生以上
参加者数：10名

これから文化芸術イベントや講座を企画・運営してみたい人、
アーティストの活動に興味のある人などを対象に講座を開催
し、市民の文化芸術活動の推進につながった。

文化創造支援事
業
（コーディネー
ター入門講座）

松山市文化創造支援
協議会

福祉や教育などさまざまな分野にアーティストの発想や表
現をいかす活動や、市民の創作、表現活動による地域コ
ミュニティの活力を生む活動を企画し、支え、市民同士の関
係を繋ぐコーディネートの役割について学ぶ連続講座。

R5年度は10月から12月にかけて3回の連続講座を実施。
・講師 小川智紀（認定NPO法人STスポット横浜 理事長）
・日時
①第1回2023年10月25日（水）19:00～20:40（参加者数：22名）
ゲスト：創造アトリエあぷりこっと、Save Yemen Babies　大川理恵
②第2回2023年11月22日（水）19:00～20:40（参加者数：25名）
ゲスト：生活介護事業さんかくやま 青砥穂高、サ々キDUB平、豊島吾一
③第3回2023年12月20日（水）19:00～20:40（参加者数：17名）
ゲスト：文化・芸術の観客の集い めぐりて　秦 元樹

R5年度で終了

教育、福祉、文化芸術に興味を持っている方、新しい活動を始
めたい方、既存の活動をアップデートしたい方など、講座に参
加された方が実際に活動している方から学び、また参加者同
士でコミュニケーションを取ることで、文化芸術活動の活性化、
文化芸術に携わる人々の連携の強化につなげることができ
た。

松山市文化創造
支援協議会ホー
ムページ（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

令和4年度まで実施した各種事業の情報や、「文化人録」や
特集記事などをアーカイブで残しつつ、市民に事業内容を
発信。

事業内容を適宜発信。
【R5更新内容】
・プログラム　6件

事業内容を適宜発信するとともに、松山市内で文化芸術活動を行う「ま
つやま文化人」へのインタビュー記事を掲載。
【R6更新内容】
・プログラム　11件         ・まつやま文化人録　3件

デザイン性が高い外部サイトで文化芸術に特化した情報を発
信することで、効果的に市民に情報を提供できた。

子規博ボランティ
ア

子規記念博物館

日本語ボランティアと英語ボランティアに分かれ、常設展示
のガイドや館内の設備案内を行っている。
また、それぞれが月に１～２回、勉強会を実施し自主研鑽
に励んでいる。

展示ガイド：延べ35人
勉強会：日本語　計10回
　　　　　 英語　計22回

展示ガイド：延べ25人
勉強会：日本語　計11回
　　　　　 英語　    計24回

・勉強会を重ね、的確で丁寧な説明を行うことで、館のイメージ
アップに繋げることができた。

ボランティアセン
ター運営事業

長寿福祉課

ボランティア活動の振興及び活性化を図るため、「１.運営」
「２..相談支援」「３.情報提供・広報啓発」「４.研修会・講座
等」「5.資機材整備」「６.その他」の項目に沿って、各種事業
を展開している。ボランティア活動への関心を高めるため、
登録団体の活動等を積極的に周知啓発することで、活動を
始めようとする人と登録団体を繋げ、活動への円滑な導入
と活動の継続を支援したり、学習の機会を設けボランティア
人材の育成に努めている。

松山市社会福祉協議会に補助金を支出。 松山市社会福祉協議会に補助金を支出。

登録団体には、文化芸術振興を目的としている団体もあり、各
種施設から依頼があれば該当する登録団体を紹介したり、
HP、SNS、広報誌等によりイベント開催の紹介（昔話・民話の朗
読、折り紙作品の展示、音楽イベントなど）を行うなど、文化芸
術の鑑賞や参加機会の提供、活動発表の機会の創出ができ
た。

市民ミュージカル
松山市文化・スポーツ
振興財団

出演者を公募し、専門家の演技や歌唱指導によりミュージ
カルを上演する。

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数2,818人

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数3,634人

小学生から70代の大人まで幅広い年齢層の市民が1つの作品
を作り上げるという貴重な機会になり、文化芸術に興味を持つ
市民の裾野を広げることができた。

文化創造支援事
業
（コーディネー
ター入門講座）
（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

福祉や教育などさまざまな分野にアーティストの発想や表
現をいかす活動や、市民の創作、表現活動による地域コ
ミュニティの活力を生む活動を企画し、支え、市民同士の関
係を繋ぐコーディネートの役割について学ぶ連続講座。

R5年度は10月から12月にかけて3回の連続講座を実施。
・講師 小川智紀（認定NPO法人STスポット横浜 理事長）
・日時
①第1回2023年10月25日（水）19:00～20:40（参加者数：22名）
ゲスト：創造アトリエあぷりこっと、Save Yemen Babies　大川理恵
②第2回2023年11月22日（水）19:00～20:40（参加者数：25名）
ゲスト：生活介護事業さんかくやま 青砥穂高、サ々キDUB平、豊島吾一
③第3回2023年12月20日（水）19:00～20:40（参加者数：17名）
ゲスト：文化・芸術の観客の集い めぐりて　秦 元樹

R5年度で終了

教育、福祉、文化芸術に興味を持っている方、新しい活動を始
めたい方、既存の活動をアップデートしたい方など、講座に参
加された方が実際に活動している方から学び、また参加者同
士でコミュニケーションを取ることで、文化芸術活動の活性化、
文化芸術に携わる人々の連携の強化につなげることができ
た。

職員研修 文化・ことば課
文化・ことば課の職員が芸術文化の力を活用した地域活性
化等の動画研修を受講する。

－
文化・ことば課職員が動画研修に参加
受講人数　1人

職員の専門的知識の習得につながった。

松山大学・カルス
ポ公開講座

松山市文化・スポーツ
振興財団

生涯学習財団から事業を引き継ぎ、松山大学と連携し、大
学教授や一般企業などから多様な講師を招き、市民の生
涯教育の一環として、文化・スポーツなど学びの機会を提
供する。

9～10月に8回開講。
延べ参加者数560人

9～10月に8回開講。
延べ参加者数488人

大学教授や企業経営者等を講師として、専門的な講座や文
化・スポーツをテーマにした講座を松山大学と連携して開催し、
市民が生涯学習に取り組むきっかけとなった。

大学連携市民講
座

坂の上の雲ミュージア
ム

「国立大学法人愛媛大学と松山市との連携に関する協定書
（平成19年7月24日締結）」に基づく活動として、平成26年度
から愛媛大学国際連携推進機構との共催で開講。大学な
らではの「知見」に基づいた新しい世界の見方、歩き方を市
民に提供し、21世紀のグローバル社会のありようを一緒に
考えようとすることを目的としている。

受講人数　17名 受講人数　19人
大学の講師から最先端の知識や知見を学ぶことにより、市民
の教育意欲が向上した。

考古学リレ ー講
座

松山市文化・スポーツ
振興財団

・考古学や松山の歴史に興味と関心をもっていただくことを
目的に実施している。令和元年度は、松山市立埋蔵文化財
センター（松山市考古館）30周年事業の一環として、市内の
重要な遺跡や国指定史跡をテーマに当センター職員・市教
育委員会職員が解説。
・令和２年度からは、30周年誌『発掘　松山の至宝』で紹介
している出土品について当センター職員・市教育委員会職
員が解説した。
・令和4年度からは、参加者の希望（より広い・詳しい遺跡解
説）から、名称変更と内容拡充（外部講師2名を招へい）して
実施した。

令和5年度は松山市、松山市教育委員会、市埋蔵文化財センター職員
の他に外部講師2名（愛媛大学講師・愛媛県教育委員会職員）を招へい
して9回実施した（7月は土砂災害に関する警戒レベル4避難指示発令の
為中止）。受講者は50名、参加者は延べ324名

令和6年度は松山市、松山市教育委員会、市埋蔵文化財センター職員
の他に外部講師3名（愛媛県教育委員会職員・愛媛県埋蔵文化財セン
ター職員）を招へいして10回実施した。受講者は81名、参加者は延べ
560名

専門的な人材を講師として活用することで、市民が古代史や地
域の歴史を学ぶ場となり、文化・芸術活動に取り組むきっかけ
となっている。

まつやまの歴史
を学ぼう

松山市文化・スポーツ
振興財団

・松山の歴史・遺跡や文化等を通じて、地域の魅力を再発
見する機会の提供を目的に外部講師と当埋蔵文化財セン
ター職員が講話し、実施した。

令和5年度は全5回、外部講師4名（考古学2名、上代文学1名、近代建築
学1名）と当埋蔵文化財センター職員１名が講話し、実施した。受講者は
40名、参加者は延べ128名

令和6年度は全4回、外部講師2名（考古学1名、上代文学1名）と松山市
教委員会職員1人・当埋蔵文化財センター職員１名が講話し、実施した。
受講者は37名、参加者は延べ109名

専門的な人材を講師として活用することで、市民が地域の歴史
や文化を学ぶ場となり、地域の文化・芸術活動に取り組むきっ
かけとなっている。

③文化施
設の整備・
運営

①文化施設
の管理・運
営

①文化芸術活動の創造や発表機会、作品展
示の会場などに活用してもらうために、専門
的人材を活用しながら松山市民会館などの
文化施設の適正な維持管理や運営を行いま
す。

松山市民文化祭
（ 美 術 展 ・ 芸 術
祭）

松山市文化協会

松山市の文化の香り高いまちづくりを進めるため、芸術祭
では、松山市文化協会会員の自主的な企画運営のもと、芸
術活動の発表を行い、本市の芸術文化の振興・発展及び
会員の交流とレベルアップを図る。
市民美術の発表・鑑賞の場として“無鑑査方式”による美術
展を開催する。運営は、美術工芸部門の会員を中心に構
成する審査運営委員会が進める。

（美術展）9～10月に4日間開催。出品数328点、延べ入場者数923人
（芸術祭）10月に2日間開催。出演49団体、延べ入場者数約1,400人

（美術展）9～10月に4日間開催。出品数342点、延べ入場者数963人
（芸術祭）10月に2日間開催。出演50団体、延べ入場者数約970人

（美術展）市民美術の発表の場を提供し、文化意識の高揚を図
ることができた。
（芸術祭）地元で活躍する団体による日頃の練習の成果を発表
する場として提供し、舞台芸術に対する市民の理解を深めるこ
とができた。

春 ・ 秋 の生 活文
化部展示会

松山市文化協会

（春季）生活文化部展示会は、、市総合コミュニティセンター
展示室1で洋らんと帯結びの展示会を開催。
（秋季）生活文化部展示会は、市総合コミュニティセンター
のコミュニティプラザで、バラ・椿・水石・帯結び・拓本の展示
会を開催。

（春季）4月に2日間開催。出品数126点、R5支出金額：70,800円、延べ来
場者数132人
（秋季）11月に2日間開催。出品数140点、R5支出金額：136,200円、延べ
来場者数820人

（春季）4月に2日間開催。出品数122点、R6支出金額：70,800円、延べ来
場者数118人
（秋季）11月に2日間開催。出品数181点、R6支出金額：203,100円、延べ
来場者数400人

市民に鑑賞の場を提供し、市民文化の高揚を図ることができ
た。

①文化芸
術活動の
推進及び
支援

②人材・担
い手の育
成

②専門的人
材の育成・
活用

②学識経験者やNPOなどの専門的な人材を
活用することで、文化芸術活動の支援につな
げます。

②地域で活動する表現者や研究者などの専
門家と協力してアートマネジメントの考え方を
地域に広めるよう取り組みます。

③鑑賞者・表現者・ボランティアなどの市民が
様々な立場で文化芸術活動に関わることが
できるように、文化芸術に関わる個人や団体
などのネットワークを構築し、ホームページや
SNSなどの情報発信に取り組みます。

①本市や（公財）松山市文化・スポーツ振興
財団等で、人や文化団体などをつなぐコー
ディネートや文化事業の企画・実施のほか、
資金獲得などの文化関連の相談や適切な助
言などを行うことのできる文化活動に精通し
た職員や専門員の育成・確保に向けて取り組
みます。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

①文化芸
術活動の
推進及び
支援

③文化施
設の整備・
運営

①文化施設
の管理・運
営

①文化芸術活動の創造や発表機会、作品展
示の会場などに活用してもらうために、専門
的人材を活用しながら松山市民会館などの
文化施設の適正な維持管理や運営を行いま
す。

松山市民会館、
北条ふるさと館等
の管理運営

スポーティングシティ
推進課

各施設の設備更新や必要備品の確保などをすることで、利
用者の利便性を高め、文化芸術に親しむ機会を提供。

松山市民会館は、舞台照明盤改修や、袖幕取替工事、ロビーチェア購
入等を行った。
北条ふるさと館は、非常放送用の蓄電池の交換や、非常照明設備の改
修、会議室用の椅子を購入した。

松山市民会館は、大ホールの空調機用インバータの修繕や、非常放送
設備の更新を行った。
北条ふるさと館は、外壁改修工事を実施している。

施設の修繕などを行うことで、利用者の利便性を高め、文化芸
術に親しむ機会を提供することができた。

総合コミュニティ
セ ン タ ーの 管理
運営

スポーティングシティ
推進課

総合コミュニティセンター内の設備更新や必要備品の確保
などをすることで、利用者の利便性を高め、文化芸術に親
しむ機会を提供。

キャメリアホールのプロジェクターを更新した。
R6・7年度にわたり、キャメリアホールの大規模改修工事を実施してい
る。

総合コミュニティセンターキャメリアホールの老朽化した設備機
器を改修することで、利用者の文化芸術の活動の場を継続的
に提供することができる。

都市公園等の使
用許可

公園管理課
主に城山公園（堀之内地区）で、産業まつりや愛媛マラソ
ン、音楽イベント等の発表や展示などの会場として、多くの
市民に利用いただく。

令和5年度は、延べ102日（準備等含む）、43のイベント等が開催された。 令和6年度は、延べ153日（準備等含む）、55のイベント等が開催された。 イベント等の開催により、賑わいが創出されている。

松山駅周辺地区
車両基地跡地利
用に関する基本
構想

交通拠点整備課
基本構想に基づき、車両基地跡地の有効利用について、
様々な検討を重ねている。

R5年度　実績なし R6年度　車両基地跡地広域交流拠点施設基本計画策定業務委託
民間活力を導入するなど、官民連携で新施設の整備に取り組
むことで、車両基地跡地を含むＪＲ松山駅周辺地区が、にぎわ
いに満ちたエリアとなることが期待される。

中島総合文化セ
ン ターの管理運
営

地域学習振興課
市民が快適に利用できる適正な管理運営及び環境整備を
行い、市民の多様なニーズに対応する学習機会を提供す
る。

年間施設利用者数：4225人
年間施設利用者数：3765人
空調設備・照明器具等の改修工事を実施中

利用者のニーズに耳を傾けながら、多くの市民が参加できる学
習機会を提供できた。

バックステージツ
アー

松山市文化・スポーツ
振興財団

キャメリアホールまたは市民会館舞台職員による音響・照
明・舞台装置など、さまざまな舞台裏を一般市民に見てい
ただくことで、文化芸術に関わる人口を増やし普及啓発を
目指す。

8月に1回開催。
参加者数41人

8月に2回開催。
参加者数108人

普段は見ることのできない舞台の裏側を体験する事業として、
文化芸術に興味を持ってもらえるように普及啓発を図った。

ホール等での練
習機会創出制度
の試行

松山市文化・スポーツ
振興財団

松山市民会館の利用促進や文化創造活動の拠点として
大・中ホールの練習機会創出のため使用料を減免する制
度。通称「ギリ割」としてピアノや合唱などの利用者へ広く周
知を行っている。

0件

3件
中ホール：ピアノ練習
中ホール：コンクール参加者待機場所
大ホール：オペラ練習

各種ホールが、利用日から30日以内の予約で基本料金が30％
安く利用できる割引プランである。

愚陀佛庵整備事
業

文化・ことば課

　夏目漱石・正岡子規という近代日本を代表する二人の文
学者が共に暮らした唯一の場所である愚陀佛庵を、当時に
近い姿や佇まいで再建することで、「俳都松山」を象徴し、
松山の歴史を知り、発信する新たな拠点として整備する。

実施なし 整備に向けた準備 整備方針等を市民へ広く周知することができた。

市民ミュージカル
（再掲）

松山市文化・スポーツ
振興財団

出演者を公募し、専門家の演技や歌唱指導によりミュージ
カルを上演する。

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数2,818人

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数3,634人

小学生から70代の大人まで幅広い年齢層の市民が1つの作品
を作り上げるという貴重な機会になり、文化芸術に興味を持つ
市民の裾野を広げることができた。

カルスポフェスタ
松山市文化・スポーツ
振興財団

健常者・障がい者・老若男女を問わず参加できる演劇やス
テージイベントなどを開催。

3月に開催。
延べ参加者数490人

3月に開催。
延べ参加者数1,225人

誰もが参加できる共生社会の実現をめざして各種イベントを開
催することによって、楽しく、豊かに生きるヒントを考える機会を
創出することができた。

二之丸大茶会 松山市文化協会
愛媛県茶道連盟松山支部への委託により、茶会を開催し、
抹茶・煎茶の接待により茶道への理解を深める。

5月に2日間開催。R5支出金額：944,000円、延べ入場者数1,100人 5月に2日間開催。R6支出金額：968,100円、延べ入場者数885人
市民の誰もが気軽に茶会に参加でき、触れ合うことのできる事
業を開催することができた。

二之丸薪能 松山市文化協会

松山の貴重な伝統芸能として継承されている能楽を松山城
二之丸史跡庭園特設能舞台を設置し、伝統芸能・地域文化
への理解を深める機会とします。愛媛能楽協会へ運営委
託。5演目及び火入れ式を行う。

5月に開催。延べ入場者数462人 5月に開催。延べ入場者数478人
市民が旧幕藩時代から城下の人々に親しまれてきた能楽に触
れる機会となり、地域文化の伝承と普及を図ることができた。

東雲能 観光・国際交流課
毎年4月4日に、東雲神社に収蔵している能面・能衣装（県
指定）を身に着けて能を舞う「東雲能」を開催する。

令和5年4月4日に実施
観客数：約150人

令和6年4月4日に実施
観客数：約250人

東雲能を開催することで、観光客や市民の誘致促進を図り、地
元観光産業への貢献と市民の郷土愛の増進に寄与した。

まちなか文化活
動補助事業

文化・ことば課

市民や観光客が文化芸術に気軽に触れられる機会を生
み、文化芸術にあふれ、彩りや潤いのあるまちづくりを推し
進めるため、まちなかで行われる演奏等の文化芸術活動を
支援する。

まちなかで演奏や合唱、ダンス等のパフォーマンスを市民や観光客が
無料で文化芸術を鑑賞できる機会を提供する事業に対して、上限 20 万
円で補助金を交付し、計14 団体 35 回のパフォーマンスが実施された。

・ＪＲ四国と連携し、松山駅構内でストリートピアノパフォーマンスを実施
・まちなかで文化芸術の公演などを行う団体や個人を募集し、上限２万
８千円で補助金を交付。大街道や花園町商店街で、楽器の演奏や歌
唱、大道芸など1０件、計１４回のパフォーマンスが実施された。

市民や観光客が文化芸術に気軽に触れられる機会を創出して
いる

人形劇公演（文
化・スポーツ振興
財団分）

松山市文化・スポーツ
振興財団

愛媛県内では馴染みの少ない、また鑑賞する機会の少な
い人形劇を開催する。ひとみ座に依頼し、「ふしぎ駄菓子屋
銭天堂」を開催予定。

実施なし
文化創造支援協議会からの受託事業として12月に開催。
入場者数945人

市民へ伝統芸能に触れる機会を提供していくことで、文化活動
を推進し文化振興を図る。

三十周年記念事
業

松山市文化協会
令和6年3月に文化協会が設立30周年を迎えたことから、加
盟団体の表彰及び記念講演・映画祭を開催する。

開催なし
12月に開催。
加盟団体の表彰及び記念講演・映画祭を開催。

会員間の連携をさらに強めるとともに今後の文化活動の振興を
図ることができた。

「いい、つばきの
日」記念イベント
オンライン句会ラ
イブ（再掲）

文化・ことば課

平成30年に制定した、1月28日の「いい、つばきの日」に合
わせて、「つばき」により親しんでもらうため、本市に根付い
た俳句文化をいかし、「つばき」をテーマにしたリモート句会
ライブを開催する。

ひみつジャナイ基地でリモート句会ライブを開催。
当日再生回数：3,956回
投句者数：645人
投句数：3,243句

ひみつジャナイ基地でリモート句会ライブを開催。
当日再生回数：4,087回
投句者数：688人
投句数：3,362句

リモートで配信することにより、国内外の俳句ファンへ、「俳都
松山」と市花の「つばき」の魅力をPPできた。

坊っちゃん文学
賞presents誰でも
書けるショート
ショート講座（再
掲）

文化・ことば課
「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎
え、ショートショートを書くメソッドを学ぶイベント。オンライン
で開催し、全国から参加者を募る。

オンライン講座を3回実施。
【参加者数】
・5/29　18人　　　・6/28　20人　　　・7/25　21人
計　59人

オンライン講座を3回実施。
【参加者数】
・5/28　26人　　　・6/25　24人　　　・7/30　22人
計　72人

全国どこからでも参加できるオンライン講座を開催することで、
ショートショートを書く楽しさを広く周知することができた。

文化創造支援事
業
（小さな美術教室
を行き来する廊
下のようなオンラ
インネットワーク）

松山市文化創造支援
協議会

展覧会「わたくし美術館開館支援センター」の関連プログラ
ムとして、オンラインで版画を作るワークショップを実施。

日時：2024年1月19日（金）16:45 〜18:15（90分）
場所：Zoom開催（オンライン）　参加無料・要予約
ファシリテーター：深澤孝史、土山あやか
参加者：13名
オンラインで版画を作成。

R5年度で終了
オンライン上で文化芸術活動を支援することで、気軽に文化芸
術に関わる機会を設けることができ、また場所を問わず文化芸
術に興味がある市民の方々を繋ぐことができた。

松山市民文化祭
（ 美 術 展 ・ 芸 術
祭）
（再掲）

松山市文化協会

松山市の文化の香り高いまちづくりを進めるため、芸術祭
では、松山市文化協会会員の自主的な企画運営のもと、芸
術活動の発表を行い、本市の芸術文化の振興・発展及び
会員の交流とレベルアップを図る。
市民美術の発表・鑑賞の場として“無鑑査方式”による美術
展を開催する。運営は、美術工芸部門の会員を中心に構
成する審査運営委員会が進める。

（美術展）9～10月に4日間開催。出品数328点、延べ入場者数923人
（芸術祭）10月に2日間開催。出演49団体、延べ入場者数約1,400人

（美術展）9～10月に4日間開催。出品数342点、延べ入場者数963人
（芸術祭）10月に2日間開催。出演50団体、延べ入場者数約970人

（美術展）市民美術の発表の場を提供し、文化意識の高揚を図
ることができた。
（芸術祭）地元で活躍する団体による日頃の練習の成果を発表
する場として提供し、舞台芸術に対する市民の理解を深めるこ
とができた。

春 ・ 秋 の生 活文
化 部 展 示会 （再
掲）

松山市文化協会

（春季）生活文化部展示会は、、市総合コミュニティセンター
展示室1で洋らんと帯結びの展示会を開催。
（秋季）生活文化部展示会は、市総合コミュニティセンター
のコミュニティプラザで、バラ・椿・水石・帯結び・拓本の展示
会を開催。

（春季）4月に2日間開催。出品数126点、延べ来場者数132人
（秋季）11月に2日間開催。出品数140点、延べ来場者数820人

（春季）4月に2日間開催。出品数122点、延べ来場者数118人
（秋季）11月に2日間開催。出品数181点、延べ来場者数400人

市民に鑑賞の場を提供し、市民文化の高揚を図ることができ
た。

地 区 文 化祭 （公
民館笑顔あふれ
る絆づくり事業）

地域学習振興課
各地区で文化祭を開催し、生涯学習の成果を発表する機
会を創出するとともに、ふるさとへの愛着を育み、子供から
大人までの世代間交流を図る。

29公民館が実施 28公民館が実施
地域に身近な公民館で文化祭を開催することにより、住民の文
化芸術に触れる機会を創出することができた。

②インターネット配信サービスを活用したオン
ライン「句会ライブ」を実施するなど、様々な
場所から参加や鑑賞ができる講座やイベント
などを推進していきます。

③松山市民文化祭などの文化芸術の企画や
作品、活動を発表する機会を提供するなどし
て市民の文化芸術活動への取組を支援しま
す。

②文化芸術
の鑑賞・参
加機会の提
供

②市民が気軽に文化芸術活動に触れ、日常
的に訪れることができる文化施設を目指し
て、指定管理者と連携して環境整備を行いま
す。

①官民の主催にかかわらず、誰もが参加でき
る多様な文化的催事が市民に提供されるよう
に鑑賞環境の充実を図ります。
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松山市民俳句大
会（共催事業）
松山歌人大会補
助

子規記念博物館
短詩系文学の振興のため、当該事業を実施している「松山
俳句協会」と「松山歌人会」に補助金を支出している。

第61回松山市民俳句大会を実施。
　参加者：160人、募集句：1,164句、当日句：152句
松山俳句協会に補助金を支出。
松山歌人会に補助金を支出。

第62回松山市民俳句大会を実施。
　参加者：184人、募集句：1,074句、当日句：144句
松山俳句協会に補助金を支出。
松山歌人会に補助金を支出。

【松山市民俳句大会】
・松山俳句協会主催のもと、本大会を実施することで、市民が
子規や俳句に親しみ、俳句文化の普及と振興を図ることができ
た。
・補助金の支出により、大会の開催や協会報・入選句集の発行
を行い、会員の創作意欲の向上を図り、会員相互の連帯感を
高めることができた。
【松山歌人大会補助】
・補助金の支出により、全国短歌大会を開催し、短歌創作意欲
の高揚と松山歌人会会員相互の親睦を図ることができた。

・俳句教室
・短歌教室
・道後俳句塾（共
催事業）

子規記念博物館

◯俳句教室・短歌教室
　松山市教育委員会からの委託業務として、子規博友の会
が毎月１回ずつ実施しており、実作を通じて俳句や短歌に
親しんでいる。
◯道後俳句塾
　全国的に活躍する俳人を講師に迎え、市内外の俳句愛
好家を対象に「俳句塾」「吟行会」などのイベントを実施して
いる。

俳句教室・短歌教室を毎月実施。
　俳句教室受講者：29人（前期）、25人（後期）
　短歌教室受講者：30人（前期）、30人（後期）
道後俳句塾2023を実施。
　俳句塾参加者：120人、吟行会参加者：109人

俳句教室・短歌教室を毎月実施。
　俳句教室受講者：25人（前期）、25人（後期）
　短歌教室受講者：30人（前期）、29人（後期）
道後俳句塾2024を実施。
　俳句塾参加者：110人、吟行会参加者：95人

【俳句教室・短歌教室】
・子規博友の会による毎月の講座の開講により、受講者が実
作を通じて俳句や短歌に親しむことができた。
【道後俳句塾】
・市民や県内外の俳句愛好家が子規記念博物館に親しみ、俳
句文化の振興と活性化を図ることができた。

ワークショップ「は
いけいをかんが
える」

松山市文化創造支援
協議会

国内外で活躍する美術家・牛島光太郎氏を講師に迎え、北
条地区の小学生を対象に「ことば」をテーマにしたワーク
ショップ。

ワークショップの会場となった北条ふるさと館の館内の様々な場所に掲
出している「だから、ことば大募集」の受賞作品を探すとともに、3階展望
室の窓に掲出している５つの「ことば」の背景を参加者が創造し、それぞ
れのことばのイメージに合った色や形で窓を装飾した。
・日時　　　2023年7月30日（日）13:00～15:00
・場所　　　松山市北条ふるさと館
・参加者数　北条地区の小学生約20名
・共催　　　ことばのちから実行委員会

R5年度で終了

ふるさと館に掲出されている様々なことばを見て松山市特有の
文化に触れ、学ぶとともに、掲出されたことばから想像したイ
メージで装飾を行い参加者同士で共有することで、気軽に文化
芸術活動を行う機会及び参加者同士の交流を創出した。

子規記念博物館
企画展示事業

子規記念博物館
子規に関する資料等を収集・保存・研究していくとともに、展
示等で活用し子規顕彰や俳句・短歌の振興を図っている。

特別企画展1回、特別展2回を開催したほか、機関誌「子規博だより」発
行（年3回）、資料修復、資料燻蒸等の業務を実施した。

特別企画展1回、特別展1回を開催したほか、機関誌「子規博だより」発
行（年3回）、資料修復、資料燻蒸等の業務を実施した。

展示や「子規博だより」発行により、子規の功績や本市の文化
の魅力を発信できた。また、資料修復等により貴重な収蔵資料
の保全を図ることができた。

子規塾 子規記念博物館
子規や文学について、研究者による研究成果を聴講できる
講座を開催している。

夏季子規塾、春季子規塾を実施。
　参加者：81人（夏季）、90人（春季）

夏季子規塾、春季子規塾を実施。
　参加者：96人（夏季）、60人（春季）

・子規や文学について、研究者による先端の研究成果を市民
が聴講できる機会を提供することができた。

糸瓜忌 子規記念博物館
子規の命日である糸瓜忌（9月19日）に、子規を偲ぶ追悼式
を開催している。

子規を偲ぶ追悼式や総館長の講演を実施。
　参加者：130人

子規を偲ぶ追悼式や総館長の講演を実施。
　参加者：150人

・子規の遺徳やそのおもかげを偲ぶことができた。

へちまコンテスト 子規記念博物館
糸瓜忌にちなみ、市内小学校で栽培した糸瓜を館内に展示
し、来館者の投票により賞を決定し表彰している。

へちまコンテストを実施。
　参加者数：50人、応募数：46作品（18校）

へちまコンテストを実施。
　参加者数：86人、応募数：41作品（12校）

・市内の小学校から学級園などで育てたへちまを募集し、子規
の世界に触れる契機とすることができた。

ふるさと松山「新
春子規さん俳句
かるた大会」

子規記念博物館

子規の俳句をかるたにした「子規さん俳句かるた」のかるた
遊びを通して、子規の魅力に触れることで世代間交流の促
進と「ふるさと松山学」の振興に寄与するため開催してい
る。

第6回ふるさと松山「新春子規さん俳句かるた大会」を実施。
　参加者数：230人

第7回ふるさと松山「新春子規さん俳句かるた大会」を実施。
　参加者数：200人

・幅広い世代の市民が子規の魅力に触れ、世代間交流の促進
と「ふるさと松山学」の振興に寄与することができた。

のぼさんとあそぼ
秋祭り　誕生祭

子規記念博物館
子規の誕生日を記念して、小学生によるパレードなどお祝
いのイベントを実施している。

のぼさんとあそぼ秋祭りを実施。
　パレード、餅つき、作品展表彰式、紙芝居上演、書道パフォーマンス
　　参加者：255人
　子規さんの誕生日会席膳を楽しむ会
　　参加者：20人

のぼさんとあそぼ秋祭りを実施。
　パレード、餅つき、作品展表彰式、紙芝居上演、書道パフォーマンス
　　参加者：293人
　子規さんの誕生日会席膳を楽しむ会
　　参加者：34人

・子規の誕生月である10月に「のぼさん（子規の幼名）」を囲ん
であそぶという視点で実施し、子規の誕生日を祝うことができ
た。

正岡子規祭
坂の上の雲ミュージア
ム

正岡子規の誕生日を市民とともに祝うことを目的としてい
る。

参加人数　33名 参加人数　29人
小説『坂の上の雲』の3人の主人公である子規に関するイベント
を行うことで、子規の業績を広く発信することができた。

まつやま子規亭
（共催事業）

子規記念博物館
「子規が生きていたら興味を持ち、喜ぶもの」などを基本
テーマに広く市民に親しみやすい公演を実施している。

まつやま子規亭2023第1夜～第4夜の4回実施。
第1・4夜は公演前にワークショップも開催。
　参加者数：161人（第1夜）、103人（第2夜）、317人（第3夜）、159人（第4
夜）
　　※第1夜・第4夜はワークショップ50人を含む。

まつやま子規亭2024第1夜～第4夜の4回実施。
第1・4夜は公演前にワークショップも開催。
　参加者数：235人（第1夜）、283人（第2夜）、313人（第3夜）、273人（第4
夜）
　　※第1夜・第4夜はワークショップ52人を含む。

・市民が多様な文化に触れ、市の文化の向上を図ることができ
た。

俳句ポスト 文化・ことば課
・市内の主要観光地や道後温泉のホテル・旅館、路面電車
や四国八十八箇所霊場のお寺など、80か所以上に誰でも
投句できる俳句ポストを設置している。

・松山市役所文化・ことば課、垣生山公園に新規で俳句ポストを設置。
市内俳句ポスト設置数：87個(R6.3時点)
市内俳句ポスト投句数：7,343句

・みきゃんパーク梅津寺に新規で俳句ポストを設置。
・路面電車（旧型車両）3台の俳句ポストを撤去。
市内俳句ポスト設置数：85個(R7.3時点)
市内俳句ポスト投句数：8,232句

市民や本市を訪れる観光客などに俳都松山の俳句文化に触
れてもらい、俳句文化への親しみを深めてもらうことができた。

俳句ポスト365 文化・ことば課

・平成25年1月より運用開始（月２回兼題。H27年11月まで
は毎週）。
・令和3年4月にサイトをリニューアルし、月1回兼題を設定
し、家藤正人氏と俳都松山大使夏井いつき氏が選句・選
評。

投句数：94,000句
投句者数：39,241人

投句数：102,405句
投句者数：40,281人

市内外に向け、俳都松山のPRができた。

街 は こ と ば の
ミュージアム

文化・ことば課
全国からことばを募集した「だから、ことば大募集」に寄せら
れた作品を「街はことばのミュージアム」と題し、電車や空港
など、街のさまざまな場所に掲出。

引き続き、市内電車や空港等に「ことば」作品を掲出。

民間団体等からの「ことば」作品使用申請数：6件

引き続き、市内電車や空港等に「ことば」作品を掲出。
JR松山駅新駅舎の案内板に新規で「ことば」作品を掲出。
大街道、銀天街等のストリートビジョンで「ことば」作品放映開始。

民間団体等からの「ことば」作品使用申請数：10件

市民や本市を訪れる観光客などに「ことばを大切にするまち松
山」を広く周知することができた。

響け‼言霊”ことば
のがっしょう”群
読コンクール

文化・ことば課

小学生から大学生までを対象に群読を発表するコンクー
ル。「ことばを大切にするまち松山」で、ぐんどく群読を通し
て子どもたちが、ことばを合わせて心を一つにすることで「こ
とばのちから」を育むことを目的としている。

松山市民会館大ホールで開催。
参加校数：19校
参加グループ数：24グループ
参加者数：332名

松山市民会館大ホールで開催。
（エントリー多数のため一次審査（映像審査）を実施）
【エントリー】
参加校数：21校
参加グループ数：38グループ
参加者数：486名
【本選出場】
参加校数：17校
参加グループ数：22グループ
参加者数：369名

ことばを合わせて心を一つにすることで「ことばのちから」を育
み、「ことばを大切にするまち松山」を広く周知できた。

正岡子規ふるさと
シンフォニー

文化・ことば課

平成25年9月15日に行われた｢子規のいる街シンポジウム｣
の席上で、市民にもっと子規に親しんでもらうため、松山市
長や故天野祐吉氏、子規記念博物館竹田美喜館長が、新
井満氏に子規の俳句にメロディをつけることを依頼。

正岡子規の俳句に新井満氏が曲をつけた「春や昔」を、
本市の15時の庁内放送やJR松山駅の列車の発着メロディなどに使用。

「春や昔」を本市の15時の庁内放送などで使用。
また、R6.9月にリニューアルしたJR新松山駅の列車の発着メロディに引
き続き採用され、広告看板も新しく設置。

本市庁舎を訪れた市民や市職員に対しPRができた。

④「群読コンクール」の開催などを通して、俳
句やことば事業から生まれた個性的な文化を
官民一体となって磨いていきます。

①俳句やこ
とば文化の
学習・活用

①ことば文
化の振興

②松山特
有の文化
の振興

③「俳句ポスト365」の運営などを通して、松山
特有の俳句やことば文化を体感できるまちづ
くりを行います。

①俳句やことば文化などの松山特有の文化
について、俳句教室やワークショップを開催し
て学ぶ機会を提供します。

②博物館での展示などを通して、正岡子規の
世界観などの松山ゆかりの文化の研究成果
を伝えていきます。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

②松山特
有の文化
の振興

①ことば文
化の振興 ・俳都松山宣言

・俳都松山ＰＲ事
業

文化・ことば課

・俳句の基本音数は17音。松山の夏の風物詩「俳句甲子
園」が第17回大会という節目を迎えた事を記念し開催したシ
ンポジウムにおいて、俳都松山宣言を発表（H26.8.25)。
・「俳都松山宣言」に基づき、俳句のまちの魅力向上のため
の事業を実施。

友好交流都市である台湾・台北市に松山市の大学生を派遣し、文化交
流を行い、俳都松山をPRした。
参加者数：【台湾】学生約50名、【松山】学生6名

台湾・台北市の大学生を松山市に招聘し、本市の大学生と俳句を軸とし
た文化交流を行い、俳都松山をPRした。
参加者数：【台湾】学生5名、引率者1名、【松山】学生12名

国外に向け、俳都松山をPRできた。

俳句甲子園の共
催

文化・ことば課
高校生5人1組のチームで、創作した俳句の作品評価と鑑
賞力を競う大会
松山市の夏の風物詩として定着している。

R5.8.18～20まで全国大会を開催。
エントリー数：30都道府県75校110チーム

R6.8.23～25まで全国大会を開催。
エントリー数：31都道府県78校99チーム

本市の夏の風物詩として、俳句文化の浸透、本市の魅力発信
につながった。

瀬戸内海俳句大
会

地域学習振興課

「瀬戸内海の風光や生活」を詠んだ俳句を募集し、大賞、優
秀賞（小学生の部・中学生高校生の部・一般の部の３部門）
等を選出し、中島総合文化センター大ホールで表彰式・講
評を行っている。

応募総数804句
（小学生の部…222句　中学生・高校生の部…121句
　一般の部…461句）

応募総数1371句
（小学生の部…227句　中学生・高校生の部…148句
　一般の部…996句）

俳句に触れる機会を提供するとともに、中島の文化を広く発信
する機会となっている。

子規顕彰全国俳
句大会

子規記念博物館
子規を顕彰し、俳句の普及と振興を図るため、全国大会を
実施している。

第58回子規顕彰全国俳句大会を実施。
　参加者数：180人、募集句数：8,458句、当日句：165句

第59回子規顕彰全国俳句大会を実施。
　参加者数：150人、募集句数：7,740句、当日句：145句

・全国から俳句を募集した大会を開催し、子規の顕彰と俳句の
普及、振興を図ることができた。

だから、ことば大
募集

文化・ことば課

・「ことばを大切にするまち松山」の魅力を高めるため、こと
ばを全国から広く募集する事業。選ばれた「ことば作品」
は、市内各所に掲出。
・過去2000年、2010年、2020年に実施。
・応募数は、2000年：12,001点、2010年：12,200点、2020年：
22,440点

実施無し 実施無し
「だから、ことば大募集」のイベント自体は10年に1回の開催だ
が、過去3回の実施で寄せられた作品を活用し、「ことばを大切
にするまち松山」をPRできた。

街 は こ と ば の
ミュージアム（再
掲）

文化・ことば課
全国からことばを募集した「だから、ことば大募集」に寄せら
れた作品を「街はことばのミュージアム」と題し、電車や空港
など、街のさまざまな場所に掲出。

引き続き、市内電車や空港等に「ことば」作品を掲出。

民間団体等からの「ことば」作品使用申請数：6件

引き続き、市内電車や空港等に「ことば」作品を掲出。
JR松山駅新駅舎の案内板に新規で「ことば」作品を掲出。
大街道、銀天街等のストリートビジョンで「ことば」作品放映開始。
民間団体等からの「ことば」作品使用申請数：10件

市民や本市を訪れる観光客などに「ことばを大切にするまち松
山」を広く周知することができた。

国語課題懇談会 文化・ことば課

文化庁主催事業。松山市共催。文化審議会国語分科会で
審議されている事案を紹介するほか、有識者からの提言、
参加者とのグループ協議などを行い、その内容を国語分科
会に報告する。
令和5年度文化庁新規事業で、松山市が第1回の開催地に
選定された。

R5.10.28坂の上の雲ミュージアムで、
文化庁の新規事業「第1回国語課題懇談会」を開催。
参加者数：第1部40名、第2部30名

開催無し
本市の「ことば」をいかしたまちづくりを市内外に広く周知でき
た。

ユネス コ世界無
形文化遺産登録
推進協議会への
参加

文化・ことば課

・日本固有の伝統的文芸である「俳句」をユネスコ無形文化
遺産に登録することを目的として設立された協議会で全国
的な活動を行っている。
・加盟自治体で連携し、俳句に関する事業を実施。

総会（7月）、役員会（5月、9月、令和6年2月）に出席。
PR用のぼりを活用し、登録への機運を高めた。
また、総会開催時に会場に自治体PRブースを設置し、本市の観光パン
フレット等を配布。

総会（7月）、役員会（5月、10月、令和7年2月）に出席。
理事4自治体で情報共有するなど連携し、ユネスコ無形文化遺産登録を
目指した。

協議会加盟団体と自治体で協力・連携し、俳句の魅力発信に
つなげた。

松山はいく事業 観光・国際交流課

「俳句のまち松山」を国内外に発信しブランディングするほ
か、俳句と文学をテーマとする着地型のプログラムである
有料まち歩きガイド「松山はいく」の旅行商品の開発と販売
を促し、国内外の観光客を誘致することで、滞在時間の増
加や交流人口の拡大を目指す。

個人向けコースは、午前の4コースに絞って販売を行った。修学旅行向
けに吟行体験等の「俳句のまち」ならではの体験メニューの提供を行っ
た。令和5年10月には松山市で開催されたねんりんピックにおいて「ミニ
ガイドツアー」を請け負い、石手寺・道後・松山城の3コースを造成して案
内を担当した。
令和5年度の「松山はいく」利用者は、2,766人

個人向けコースは、午前の3コースに絞って販売を行った。修学旅行向
けに吟行体験等の「俳句のまち」ならではの体験メニューの提供を行っ
た。
令和6年度の「松山はいく」利用者は、2,470人

専門ガイドを配備し、国内外の観光客に向けて「俳句のまち」な
らではのまち歩きメニューを販売することで、松山の魅力を発
信し、観光交流人口の拡大につなげた。

瀬 戸 内 ・松 山写
真俳句コンテスト

観光・国際交流課

「写真俳句」という、写真と俳句を組み合わせた新しい表現
世界のコンテストを開催。「瀬戸内・松山」をテーマにして
「俳都・松山」の魅力を国内外に知ってもらい、さらなる集客
を目指す。

「写真俳句」の提唱者・審査員である、森村誠一氏が令和5年7月に逝去
されたため、関係者と今後の運営について協議し、事業を終了した。（市
長了承済）

事業終了につき実績なし ―

松山市民俳句大
会（共催事業）
松山歌人大会補
助（再掲）

子規記念博物館
短詩系文学の振興のため、当該事業を実施している「松山
俳句協会」と「松山歌人会」に補助金を支出している。

第61回松山市民俳句大会を実施。
　参加者：160人、募集句：1,164句、当日句：152句
松山俳句協会に補助金を支出。
松山歌人会に補助金を支出。

第62回松山市民俳句大会を実施。
　参加者：184人、募集句：1,074句、当日句：144句
松山俳句協会に補助金を支出。
松山歌人会に補助金を支出。

【松山市民俳句大会】
・松山俳句協会主催のもと、本大会を実施することで、市民が
子規や俳句に親しみ、俳句文化の普及と振興を図ることができ
た。
・補助金の支出により、大会の開催や協会報・入選句集の発行
を行い、会員の創作意欲の向上を図り、会員相互の連帯感を
高めることができた。
【松山歌人大会補助】
・補助金の支出により、全国短歌大会を開催し、短歌創作意欲
の高揚と松山歌人会会員相互の親睦を図ることができた。

子規顕彰全国短
歌大会

子規記念博物館
子規を顕彰し、短歌の普及と振興を図るため、全国大会を
実施している。

第41回子規顕彰全国短歌大会を実施。
　参加者数：70人、出詠数：1,738首

第42回子規顕彰全国短歌大会を実施。
　参加者数：80人、出詠数：1,756首

・全国から短歌を募集した大会を開催し、子規の顕彰と短歌の
普及、振興を図ることができた。

「はがき歌」全国
コンテスト

子規記念博物館
子規の短歌形式の手紙「はがきノ歌」にちなみ、全国から
「短歌形式の便り」を募集し、コンテストを実施している。

第29回「はがき歌」全国コンテストを実施。
　参加者数：110人、応募数：9,775首

第30回「はがき歌」全国コンテストを実施。
　参加者数：140人、応募数：8,829首

・子規の顕彰と短歌の振興を図ることができた。

坊 っ ち ゃ ん 文学
賞

文化・ことば課

本市の持つ文学的土壌を背景に、ショートショート作品の応
募を呼びかけ、地方都市から文化発信をすることで、本市
の文化的イメージアップを図るとともに、市民文化の向上に
つなげ、「ことばと文学のまち松山」をＰＲする。

「ことばと文学のまち松山」をＰＲするため、ショートショートの文学賞を開
催。令和5年5月1日～9月30日まで「第20回坊っちゃん文学賞」の作品募
集を行い、令和6年1月25日に表彰式を実施。
作品応募数：8,014点

「ことばと文学のまち松山」をＰＲするため、ショートショートの文学賞を開
催。令和6年5月1日～9月30日まで「第21回坊っちゃん文学賞」の作品募
集を行い、令和7年2月7日に表彰式を実施。
作品応募数：8,341点

坊っちゃん文学賞を「文学の入り口」として、これまで松山市が
取り組んできた「ことばと文学のまち松山」の魅力を更に広く発
信できた。

②地域文
化資源の
活用

「ふるさと松山学」
教材の活用

教育研修センター事務
所

　松山ゆかりの先人の生き方や文化、歴史を学び、児童生
徒に、ふるさとへの愛着や誇り、将来への志を育むことを目
的とした「ふるさと松山学」教材を開発している。市内各小
中学校では、国語、社会、総合的な学習の時間、学級活動
や読書での活用のほか、集会や音楽会の学校行事等でも
活用するなど、各学校で工夫ある取組が見られる。学校外
では、愛媛ＣＡＴＶの協力を得て、平成３１年２月から教育専
門チャンネルで、先人７８人の生き方や功績を取り上げた番
組を放送し、YouTubeにアップすることで、多くの方々にも動
画を見ていただけるようになった。また、市内公民館等で
は、「ふるさと松山学」教材に掲載している先人について紹
介したタペストリが設置され、周知が行われている。その
他、センターの研究発表会では、市内各小中学校の優れた
実践を発表し、「ふるさと松山学」教材の活用について情報
発信している。さらに、教材研究や単元構想等を愛媛大学
教育学部等と連携して行っている。

・小学校５年生から中学校３年生に個人配付している「広がれ！ふるさと
松山の心」は、先人の生きた時代と史実をまとめた年表、句碑や史跡の
マップを掲載しており、校外学習の際に持参して活用したり、親子読書
や夏休みの自由研究など、家庭でも活用したりしている。
・令和４年１０月に作成・配付した、松山の先人の功績をＳＤＧｓの視点で
捉え直したデジタルコンテンツ「ＳＤＧｓと松山の先人たち」を総合的な学
習の時間等で活用している。
・YouＴubeにアップされている先人は、３６名（Ｒ６．３現在）となり、映像も
各学校等で活用されている。
・教職員研修では、「ふるさと松山学」の目的、関係施設を活用した体験
学習に合わせた「ふるさと松山学」教材の活用法などの講座を行った。
また、受講者が、「ふるさと松山学」教材の研究や実践に取り組んだ内
容や、各学校での活用事例を教職員専用のホームページに掲載した。
・「ふるさと松山学」教材を各教科等のどの場面で活用できるか、その一
例を示した「『ふるさと松山学』年間指導計画」を作成した。
・一般販売では、えひめ電子申請システムを利用したオンライン販売を
令和５年度から開始した。

・小学校５年生から中学校３年生に個人配付している「広がれ！ふるさと
松山の心」は、先人の生きた時代と史実をまとめた年表、句碑や史跡の
マップを掲載しており、校外学習の際に持参して活用したり、親子読書
や夏休みの自由研究など、家庭でも活用したりしている。
・引き続き、松山の先人の功績をＳＤＧｓの視点で捉え直したデジタルコ
ンテンツ「ＳＤＧｓと松山の先人たち」を総合的な学習の時間等で活用し
ている。
・YouＴubeにアップされている先人は、３７名（Ｒ７．３現在）となり、映像も
各学校等で活用されている。
・教職員研修では、経験研修や課題別実践力向上セミナーにおいて、
「ふるさと松山学」教材を活用した授業づくりについて、進め方を講習し
た後に、演習では受講者自身が実際に立案し、発表を通して共有を行っ
た。
・「ふるさと松山学」教材を各教科等のどの場面で活用できるか、その一
例を示した「『ふるさと松山学』年間指導計画」を新採択教科書に合わせ
て改訂した。
・一般販売では、えひめ電子申請システムを利用したオンライン販売を
継続している。

　「ふるさと松山学」教材を授業等で活用する小・中学校の割合
は、１００％を維持しており、児童生徒が松山ゆかりの先人たち
の生き方や歴史に触れる機会を提供することができた。「ふる
さと松山学」教材を使用した教職員からは、「豊富な教材によ
り、郷土の先人の生き方について、児童生徒が自ら学ぶことが
できた。」「デジタルコンテンツを活用することで、SDGsと先人の
功績とを関連付けて学ぶことができた。とても調べがいがあ
る。」「ガイド動画の活用により、授業づくりのイメージを具体的
に持つことができた。各教科等の内容と関連付けて、早速授業
で活用してみたい。」「松山ゆかりの先人が活躍したことを知り、
身近に感じるとともに、ふるさと松山に愛着と誇りを持った。」な
どの感想があった。また、先人の生き方や功績を取り上げた番
組を放送し、YouTubeにアップするなど、一般の方々に知ってい
ただく機会を引き続き提供することができた。

松山野球拳おど
り事業

観光・国際交流課

市民に真夏の憩いを提供するとともに、観光宣伝の一翼を
担い、観光客誘致に寄与することを目的としている。中心商
店街周辺に交流人口を増大させ、市内中心部の活性化を
図るとともに、観客及び参加者、地域住民が一体となって盛
り上がれるまつりを目指す。

【R5実績】令和５年８月１０日～１２日に実施（3日間）
　　　　　　観客数：約13万6,000人

【R6実績】令和６年８月９日～１１日に実施（3日間）
　　　　　　観客数：約14万8,000人

市民に真夏の憩いを提供するとともに、観光宣伝の一翼を担
い、観光客誘致に寄与し、中心市街地の活性化や交流人口の
増加につながった。

愚陀佛庵整備事
業（再掲）

文化・ことば課

　夏目漱石・正岡子規という近代日本を代表する二人の文
学者が共に暮らした唯一の場所である愚陀佛庵を、当時に
近い姿や佇まいで再建することで、「俳都松山」を象徴し、
松山の歴史を知り、発信する新たな拠点として整備する。

実施なし 整備に向けた準備 整備方針等を市民へ広く周知することができた。

①松山の文
化芸術を知
る機会の提
供

①「ふるさと松山学」などの小中学生向け教
材の活用をはじめ、博物館での展示や各種
講座により、松山の文化芸術について知る機
会を提供します。

②俳都松山
などの発信

①「俳句甲子園」などにより、俳都松山を官民
一体で全国にPRするとともに、本市のことば
文化を全国に普及させます。

②「街はことばのミュージアム」の取組などを
通して、ことば文化をいかしたまちづくりを効
果的に発信します。

③俳句のユネスコ無形文化遺産登録を目指
すとともに、松山特有の文化芸術を世界に発
信します。

④ことばを介した様々な芸能、演劇等の振興
を図ることで多様なことば文化を発信します。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

②松山特
有の文化
の振興

②地域文
化資源の
活用

②松山固有
の文化の記
録・保存・発
信

子規記念博物館
企画展示事業
（再掲）

子規記念博物館

子規に関する資料等を収集・保存・研究していくとともに、展
示等で活用し子規顕彰や俳句・短歌の振興を図っている。
子規の一生を紹介する常設展の展示替えや特別展等の企
画と展示を行うことで、子規や松山の歴史・文化の魅力を発
信している。

特別企画展1回、特別展2回を開催したほか、機関誌「子規博だより」発
行（年3回）、資料修復、資料燻蒸等の業務を実施した。

特別企画展1回、特別展1回を開催したほか、機関誌「子規博だより」発
行（年3回）、資料修復、資料燻蒸等の業務を実施した。

展示や「子規博だより」発行により、子規の功績や本市の文化
の魅力を発信できた。また、資料修復等により貴重な収蔵資料
の保全を図ることができた。

資料収集・受入・
公開
（坂の上の雲
ミュージアム事
業）

坂の上の雲ミュージア
ム

小説『坂の上の雲』に関する資料、明治時代に関する資
料、松山の歴史文化に関する資料の収集・受入・公開を行
う。

①寄贈資料受入数　8点
②入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　114,205人
③有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　64,242人

①寄贈資料受入数　4点
②入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　145,474人
③有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　80,182人

毎年購入・寄贈等で収集した資料はできる限り展示に活用し、
多くの来館者に好評をいただいている。

企 画 展 ・特 別展
示
（ 坂 の 上 の 雲
ミ ュ ー ジ ア ム 事
業）

坂の上の雲ミュージア
ム

短詩系文学や松山ゆかりの文学に関する資料を調査・研
究・収集し、企画展や特別展示等で公開する。

①入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　114,205人
②有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　64,242人

①入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　145,474人
②有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　80,182人

小説『坂の上の雲』の３人の主人公である正岡子規の功績を展
示で紹介することにより、松山の歴史や短詩系文学の魅力を
発信することができた。

坂の上の雲ミュー
ジアムの展示

坂の上の雲ミュージア
ム

松山の歴史文化に関わる資料を企画展や特別展示等で公
開する。

①入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　114,205人
②有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　64,242人

①入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　145,474人
②有料入館者数（企画展・特別展示ごとの入館者数は集計していない）
　　80,182人

毎年入れ替わる企画展テーマ展示、特別展などを通して、市内
外に小説『坂の上の雲』の魅力や明治について発信することが
できた。

北条ふるさと館事
業

スポーティングシティ
推進課

北条地域で発掘された出土品や、北条出身の画家の作品
を保管・展示し、北条地域の文化振興を図る。

企画展示・常設展示に6,165人が訪れた。 企画展示・常設展示に4,491人が訪れた。
北条地域に由来した画家の作品や、様々な企画展示を行い、
北条地域の魅力を発信することで、文化芸術に親しむ機会を
提供することができる。

伊予史談会 文化財課

運営費の補助を行うことで、郷土の歴史・地理の研究・発表
や資料の収集・保存・保管等を行う研究団体を支援する事
業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

松山子規会運営
補助

子規記念博物館
子規や本市出身の俳人等の事蹟を顕彰するため例会等を
実施しており、本市の文化振興に資するのため、松山子規
会に補助金を支給している。

松山子規会に補助金を支出。 松山子規会に補助金を支出。
・子規とその周辺の人々や郷土文人の事蹟を発掘して研究調
査し、偉業の顕彰・周知を図ることができた。

デジタルアーカイ
ブ

子規記念博物館
調査・研究や展示の中核をなす貴重な正岡子規の直筆資
料の画像と書誌情報・解説をデジタルアーカイブとして公
開。

デジタルアーカイブを引き続き維持するとともに、資料4点を追加公開。 デジタルアーカイブを引き続き維持するとともに、資料11点を追加公開。
新規資料の追加公開を行うことで、デジタルアーカイブのコンテ
ンツを充実させることができた。

デジタルミュージ
アム

坂の上の雲ミュージア
ム

ミュージアムの収蔵資料、館内の各フロアで行っている展
示内容の全てをデジタル技術を用いてデータベース化。

登録件数　2,812件 登録件数　2,951件
ミュージアムの収蔵資料の情報や展示内容を登録したデータ
ベースを適宜公開することで、個々に効果的な情報提供を行う
ことができた。

三津浜地区食文
化普及推進事業

まちづくり推進課

地元に愛されてきたお好み焼きを独自のご当地グルメ「三
津浜焼き」としてブランド化し、「三津浜焼き」をはじめとする
ご当地こなもんグルメを集めたイベント「ご当地こなもんサ
ミット」を開催することで地区の認知度向上や誘客促進を
図っている。

チラシ、のぼりなどの情報発信ツールを作成し、三津浜焼き推進プロ
ジェクトへの加盟店などで掲示した。
また、三津浜焼きのお店と三津のお店をめぐる「三津浜スタンプラリー」
を実施した。

チラシ、のぼりなどの情報発信ツールを作成し、三津浜焼き推進プロ
ジェクトへの加盟店などで掲示した。
また、全国各地から三津浜焼きを含めた計16店舗のご当地こなもんグ
ルメを集めたイベント「ご当地こなもんサミット2025in松山」を開催した。

「ご当地こなもんサミット2025in松山」を開催した結果、16,000人
の方にご来場いただき、多くの方に三津浜焼きを普及すること
ができ、三津浜への誘客につながった。

風早レトロタウン
構想促進事業

まちづくり推進課
松山市の郷土料理で北条が誇る地域資源である「北条鯛
めし」の食のブランド化を目指すことで、地域への愛着や交
流人口増加に繋げ、風早地域の活性化を図る。

北条鯛めしのロゴやのぼり、法被などのＰＲツールをイベント時に使用、
店舗に貸与などを行い、認知度向上を図った。

北条鯛めしを提供する店舗などが参加するスタンプラリーを実施し、北
条鯛めし関連の賞品も提供。
また、認知度向上を図るため、北条鯛めしを提供する店舗のイベント出
店のサポートを行った。

イベントやＨＰなどにおいて、ＰＲツール等を活用した北条鯛め
しの認知度向上を行った結果、北条地域への誘客促進やメディ
アへの露出機会増加などが図られた。

伊予源之丞保存
会
鹿島櫂練保存会

文化財課
運営費の補助を行うことで、郷土芸能の保存伝承と後継者
育成を行う保存団体を支援する事業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

小富士文化保存
会
古三津虎舞保存
会

文化財課
運営費の補助を行うことで、郷土芸能の保存伝承と後継者
育成を行う保存団体を支援する事業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

松山市獅子舞保
存協会

文化財課
運営費の補助を行うことで、郷土芸能の保存伝承と後継者
育成を行う保存団体を支援する事業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

北条郷土芸能伊
予万歳保存会

文化財課
運営費の補助を行うことで、郷土芸能の保存伝承と後継者
育成を行う保存団体を支援する事業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

伊予史談会 文化財課

運営費の補助を行うことで、郷土の歴史・地理の研究・発表
や資料の収集・保存・保管等を行う研究団体を支援する事
業。
毎年定額の補助金を交付している。

補助金を支出。 補助金を支出。
運営費の補助を行うことで、市内の各団体が、民俗芸能の保
存伝承や後継者の育成を行い、研究や啓蒙活動を行う等の活
動向上に寄与した。

野球拳全国大会 観光・国際交流課

毎年４月上旬の松山春まつり（お城まつり）のイベントの一
環として開催。市民等から募集した三人一組のチームが、
趣向を凝らした衣装を身にまとい、トーナメント方式でじゃん
けん勝負をする。

令和5年4月1日に実施
観客数：約6,000人

令和6年4月6日に実施
観客数：約6,000人

野球拳全国大会を開催することで、観光客や市民の誘致促進
を図り、地元観光産業への貢献と市民の郷土愛の増進に寄与
した。

伊予節全国大会 観光・国際交流課
毎年４月上旬の松山春まつり（お城まつり）のイベントの一
環として開催。座敷唄として唄い継がれてきた「伊予節」を
正しく後世に継承すること等を目的とし、大会を開催する。

令和5年4月1日に実施
観客数：約250人

令和6年4月6日に実施
観客数：約220人

伊予節全国大会を開催することで、観光客や市民の誘致促進
を図り、地元観光産業への貢献と市民の郷土愛の増進に寄与
した。

流通販売促進事
業

農林水産振興課
地産地消の促進と、「まつやま農林水産物ブランド」の認知
度向上のために各種事業を行う。

令和6年2月に大街道商店街でまつやま農林水産まつりを開催するな
ど、「まつやま農林水産物ブランド」等の周知に努めた。

令和7年2月に大街道商店街でまつやま農林水産まつりを開催するな
ど、「まつやま農林水産物ブランド」等の周知に努めた。

「まつやま農林水産物ブランド」を含む地元産品を周知すること
で、地産地消の促進と、「まつやま農林水産物ブランド」の認知
度向上につながった。

食育だより 保健体育課

市立小中学校及び県立西中等教育学校の児童生徒に対
し、毎月発行している食育だよりの中で、郷土料理や地元
産食材などを取り上げ、地域の食文化等について情報発信
している。

・４月　松山市の学校給食の歴史について紹介
・５月　和食の基本「一汁三菜」について紹介
・６月　愛媛の郷土料理「おもぶり」について紹介
・９月　愛媛の郷土料理「しょうゆ飯」と地場産物「七折小梅」について紹
介
・１０月　食育ピクトグラム「食・農の体験をしよう」において、学校給食で
の地場産物の活用について
１１月　食育ピクトグラム「和食文化を伝えよう」において、日本人の伝統
的な食文化(和食の特徴と松山市の学校給食)について
・１２月　地場産物「紅まどんな」の紹介
・１月　愛媛の郷土料理「いよさつま」について紹介、食育ピクトグラム
「産地を応援しよう」において、地場産物「松山ひじき」・「松山長なす」と
愛媛の郷土料理「松山鮓」・「鯛めし」を紹介
・２月　「節分」について紹介

・４月　松山市の学校給食の目的、湯山地区で採れるたけのこについて
紹介
・６月　給食での地産地消（水資源）の取組について紹介
・７月　給食での地産地消の取組「とれたて感謝の日」について紹介
・９月　地場産物の活用、松山産の食材を使用したレシピについて紹介
・１１月　山形県の郷土料理「芋煮」と愛媛県の郷土料理「芋炊き」のコラ
ボ料理として「芋煮＆芋炊きカレーうどん」を紹介
・１月　日本の学校給食の歴史、給食における地域の魅力発信について
紹介
・２月　「節分」について紹介

・市立小中学校及び県立西中等教育学校において、郷土料理
や地元産食材などを記事とした「食育だより」を毎月発行し、家
庭配布することで、児童生徒や保護者に地域の食文化等の情
報を発信することができた。

③郷土芸能や郷土料理などの生活に根ざし
た文化、市民に親しまれている祭事及び指定
文化財などの保存並びに継承を支援すること
で本市固有の文化芸術資産を本市内外に発
信します。

①松山ゆかりの貴重な文化芸術資産を子規
記念博物館や坂の上の雲ミュージアムなどで
収集、記録、保存、公開するとともに、郷土誌
などの文献を保存・保管する団体を支援しま
す。

②博物館でのデジタルアーカイブの活用など
の文化芸術資産のデジタル化を推進します。
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事業名

（イベント名）
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②松山特
有の文化
の振興

②地域文
化資源の
活用

②松山固有
の文化の記
録・保存・発
信

伊予万歳 人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

江戸時代に溝辺で実際に起きた事件を劇化したもので、身
分制度による差別や悲劇を後世に伝えているものである。
地域に残る伝統文化の継承・技能の習得に努め歴史的背
景や、今もなお残る差別を見直すきっかけとして、人権尊重
の意識の向上につなげることを目的とする。

２２回２００人 ２５回２５０人
地域に残る伝統文化の継承・技能の習得の場として、地域住
民相互の交流を図ることができた。

食育推進事業
（郷土料理講習
会）

健康づくり推進課

小学5～6年生の児童とその保護者を対象に、郷土料理な
ど松山地域の食文化に関する講話や調理実習を行うことで
知識や調理技術を伝達し、食文化の伝承を図るとともに、
食文化を大切にする気持ちを育み、食への理解を深めなが
ら健康づくりに繋げることを目的としている。

3回、66名 3回、68名

県外・市外が出身となる受講者をはじめ、郷土料理を知らな
かった市民からも、郷土料理を講話・調理実習を通じてしっかり
と学ぶ機会が得られたと好評だった。あわせて、家族等に料理
をふるまいたいと、「教わる」から「伝える」役割に繋げることが
できた。

観光交流事業本
家野球拳大会実
行委員会負担金

観光・国際交流課
本市発祥の「本家野球拳大会」を実施する観光交流事業本
家野球拳大会実行委員会に負担金を支出し、県外でのイ
ベントに参加することで観光客の誘致を図る

令和5年7月29日（土）～30日（日）に実施
令和5年10月15日（日）に実施

令和6年7月27日（土）～28日（日）に実施
令和6年10月20日（日）に実施

野球拳を披露することで、観光客や市民の誘致促進を図った。

伊予絣産業振興
事業負担金

観光・国際交流課 伝統的地場産業である伊予絣業界の振興のために実施。 負担金を支出。 負担金を支出。
伊予織物工業協同組合が各種展示販売・見本市への出展や
PR事業、視察研修などを実施し、人材育成や伊予絣の振興に
繋がった。

伝統文化の継承
（公民館笑顔あふ
れる絆づくり事
業）

地域学習振興課
地域独自の歴史・文化を継承するための学習機会を提供
することで、地域住民が地域への愛着や誇りを育み、後継
者の育成を図る。

公民館が実施する伝統文化継承事業の実施回数２７３回 公民館が実施する伝統文化継承事業の実施回数２８２回
各地区公民館で地域の歴史や伝統文化を継承する事業を実
施することにより、住民の郷土愛を育むとともに担い手育成に
つなげている。

カルスポフェスタ
（再掲）

松山市文化・スポーツ
振興財団

健常者・障がい者・老若男女を問わず参加できる演劇やス
テージイベントなどを開催。

3月に開催。
延べ参加者数490人

3月に開催。
延べ参加者数1,225人

誰もが参加できる共生社会の実現をめざして各種イベントを開
催することによって、楽しく、豊かに生きるヒントを考える機会を
創出することができた。

点字・声の広報
等発行事業

障がい福祉課
視覚に障がいがある方に対し、広報まつやまや、雑誌、書
籍等の情報を朗読したCDを製作し送付することで、生活に
関する情報を提供することを目的とする。

録音物の発行回数（年間）　４８回 録音物の発行回数（年間）　４８回 視覚に障がいがある方の情報保障に貢献することができた。

未来へつなぐ道
後まちづくり事業

道後温泉事務所

【未来へつなぐ道後まちづくり事業】
道後温泉本館保存修理後期工事期間中の新たな活性化
策として、令和3年度から5年度までの3年間、「みんなの道
後温泉 活性化プロジェクト」を実施。
・R3年度は「地熱づくり」をテーマにアート作品の公開や、関
係人口の構築に繋がるプログラムを実施。
・R4年度は、4年ぶりに芸術祭「道後オンセナート2022」を開
催。
・R5年度は、「アート＆クラフト」をテーマに「道後アート
2023」を開催。

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の活性化策「みんなの道後温
泉 活性化プロジェクト」の一環として、「アート&クラフト」をテーマに「道後
アート2023」を開催。
シンボル作品「100 colors no.42」などのアート作品の展示やクラフト
ミュージアムでのポップアップショップの展開など、道後温泉地区の滞在
性と回遊性を高めたほか、「クラフトフェア」や「道後子ども夜市」、「街歩
きエンターテイメント『MILLION GUIDES-ガイドの数だけ道がある-』」な
ど、様々なイベントを実施し話題を発信するなど、地域全体で連携しな
がら観光人口の拡大につなげた。

令和3年度から3カ年の事業であり、令和5年度末で事業は終了。

これまで観光地間競争の激化や道後温泉本館保存修理工事
による、観光客の減少や、地域経済に及ぼす影響を緩和する
ために道後温泉の活性化に取り組んできた。
「温泉」という地域資源に「アート」を取り入れた本事業は、様々
な分野で活躍するアーティストやクリエーターが参加し、アート
作品の展示やポップアップショップの展開のほか、イベントを随
時実施し、年間を通じて話題を発信することで道後温泉地区で
の滞在性や回遊性を高め、道後温泉の活性化に繋げた。

市民ミュージカル
（再掲２）

松山市文化・スポーツ
振興財団

出演者を公募し、専門家の演技や歌唱指導によりミュージ
カルを上演する。

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数2,818人

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数3,634人

小学生から70代の大人まで幅広い年齢層の市民が1つの作品
を作り上げるという貴重な機会になり、文化芸術に興味を持つ
市民の裾野を広げることができた。

川柳吟行 松山市文化協会
景勝地等を訪ね、川柳の基本指導や吟行を行い、松山市
民の文化教養の向上と市民の文化交流を図る。

8月に道後周辺で開催。参加者数14人
R6年度は文化創造支援協議会からの受託事業「こども体験事業」として
開催予定であったが、開催予定場所が土砂災害の影響により中止。

子どもたちに川柳を創作する楽しさや文化芸術に触れる機会を
提供することができた。

デジカメ教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

専門講師の指導のもと、初級編から一歩踏み込んだ内容を
学び、美しい写真の撮り方を追求する教室。各コースとも全
6回・年間2期開催

実施回数：5回
延べ参加人数：46人

実施回数：5回
延べ参加人数：53人

初級編で絞りやシャッタースピード、露出等の基本がわかり、自
分の撮りたい画像を綺麗に撮影したいという、ひとつ上のレベ
ルを学びたいという意識に繋がった。

ゴスペル教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

大人数で大きな声で歌うことの楽しさを知ってもらい、歌が
好きになる教室を目指し、専門講師の指導のもと、午前・夜
間コースを開催する。最後には両コース合同発表会も開催
する。各コースとも全8回・年間3期開催

実施回数：24回
延べ参加人数：600人

実施回数：48回
延べ参加人数：1,611人

この講座で初めてゴスペルに触れられる方も多く、大人数で一
緒に歌うことで、ゴスペルの楽しさを体感していただけた。最終
回に能舞台をステージとして発表会を行っているが、練習した
成果を家族や知人に披露する場があることは、受講者にとって
もモチベーションとなっている。受講料もリーズナブルで講師の
指導力も高いためリピーターも多く、受講者の満足度が高い講
座となっている。

ペン習字教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

専門講師の指導のもと、文字を書くことへの苦手意識を克
服し、自信を持って魅力的な文字が書けることを目指す。各
コースとも全8回・年間2期開催

実施回数：16回
延べ参加人数：133人

実施回数：8回
延べ参加人数：86人

字を書く機会が減少しているにもかかわらず、きれいな字を書
きたいというニーズはあり、講師のマンツーマンでの個別指導
が好評で、上のレベルに挑戦する受講者が増えている。また、
小学生の受講も可能で親子で参加し、正しい書き方を学ぶこと
ができたと好評をいただいている。

はじめての絵手
紙教室

松山市文化・スポーツ
振興財団

温かな手書きの絵と文字の組み合わせが市民へのひと時
の癒しとなり、より豊かな文化生活を体験することを目的と
する。全6回・年間1期開催

実施回数：5回
延べ参加人数：125人

実施回数：10回
延べ参加人数：176人

新規事業時は１期開催だったが、講師の丁寧かつユーモアの
ある指導が好評で２期開催することとし、リピーターも多く絵手
紙の魅力に触れることで、毎回楽しく受講していただくことがで
きた。

森の陶芸教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

地元の陶芸家・美術家の講師を迎え、全2回コースでお皿
やコップ等を製作する陶芸教室を通じて、物を作る楽しさや
喜びを体感していただく。

実施回数：2回
延べ参加者数：30人
募集定員数：10組×1回2日間×2回

実施回数：2回
延べ参加者数：42人
募集定員数：20組40人

普段体験することのできない陶芸を楽しむことができたとのア
ンケートが多く、楽しみながら芸術活動に触れられる機会を提
供できた。

エンジョイホリ
デーイベント

松山市文化・スポーツ
振興財団

年間を通じた休日、休日前に様々なイベントを実施する。

実施事業数：6事業
延べ参加者数：263人
支出合計金額：108,484円
募集定員数：390人程度

実施事業数：4事業
延べ参加者数：171人
支出合計金額：63,065円
募集定員数：320人

各事業ともに自然と触れ合いながら文化芸術活動に触れられ
る機会を提供できた。

市民ミュージカル
（再掲３）

松山市文化・スポーツ
振興財団

出演者を公募し、専門家の演技や歌唱指導によりミュージ
カルを上演する。

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数2,818人

7月に2日間で計4公演開催。
延べ入場者数3,634人

小学生から70代の大人まで幅広い年齢層の市民が1つの作品
を作り上げるという貴重な機会になり、文化芸術に興味を持つ
市民の裾野を広げることができた。

「ことばのちから
絵手紙」交流イベ
ントin松山

文化・ことば課
松山市出身の小池邦夫氏が創始者である「絵手紙」の文化
と本市の「ことば文化」の交流イベントを開催。「絵手紙発祥
の地」である東京都狛江市の紹介なども行う。

R5.10.7子規記念博物館で交流イベントを開催。
参加者：県内約60名、県外約40名

R6.10.30狛江市で開催された「夏井いつき句会ライブ」の会場にて「こと
ば文化」の紹介パネルを設置。
来場者：約700名

狛江市で盛んな絵手紙文化と本市のことば文化に触れてもらう
機会となり、相互の文化についてPRできた。

まちなか文化活
動補助事業（再
掲）

文化・ことば課

市民や観光客が文化芸術に気軽に触れられる機会を生
み、文化芸術にあふれ、彩りや潤いのあるまちづくりを推し
進めるため、まちなかで行われる演奏等の文化芸術活動を
支援する。

まちなかで演奏や合唱、ダンス等のパフォーマンスを市民や観光客が
無料で文化芸術を鑑賞できる機会を提供する事業に対して、上限 20 万
円で補助金を交付し、計14 団体 35 回のパフォーマンスが実施された。

・ＪＲ四国と連携し、松山駅構内でストリートピアノパフォーマンスを実施
・まちなかで文化芸術の公演などを行う団体や個人を募集し、上限２万
８千円で補助金を交付し、大街道や花園町商店街で、楽器の演奏や歌
唱、大道芸など1０件、計１４回のパフォーマンスが実施された。

市民や観光客が文化芸術に気軽に触れられる機会を創出して
いる

楽し～句会教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

専門講師の指導のもと、初心者でも季節を感じながら楽しく
俳句に親しむことができるきっかけの場を提供。

実施回数：5回
延べ参加人数：30人

実施回数：15回
延べ参加人数：143人

初心者の方も、講師の丁寧な指導のもと、俳句の楽しさを感じ
ていただくことができ、リピーター率も高いため受講者数が徐々
に増えて全体のレベルアップにも繋がっている。

JAMCLAP
MATSUYAMA

文化・ことば課
TGC 松山 2024の関連イベントとして、ユースカルチャー(若
者文化)を体感、発信するイベントを開催し、その魅力を多
世代に伝えるとともに、若者のシビックプライドを高める。

実施なし
「JAMCLAP　MATSUYAMA feat.TGC MATSUYAMA 2024」開催
【日時】令和6年7月14日（日）　11時～18時30分

若い世代の活躍の場になり、シビックプライドの向上とともに、
若い世代の活動を支える街の機運の醸成につながった。

坊っちゃん文学
賞 presents 誰で
も書けるショート
ショート講座 in 松
山

文化・ことば課
「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎
え、ショートショートを書くメソッドを学ぶイベント。市内で2日
間に分けて2回開催。全国から参加可能。

「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎え、ショート
ショートの書き方講座を2回開催。
【参加者数】
令和5年9月2日（土）13時～15時　40名
令和5年9月3日（日）13時～15時　30名
計　70名

「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎え、ショート
ショートの書き方講座の開催を予定していたが、台風の影響により中
止。

ショートショートを書く楽しさを周知し、気軽に文化芸術活動に
触れられる機会を創出できた。

③郷土芸能や郷土料理などの生活に根ざし
た文化、市民に親しまれている祭事及び指定
文化財などの保存並びに継承を支援すること
で本市固有の文化芸術資産を本市内外に発
信します。

②文化芸術活動を促進して「表現する機会」
と「観る機会」を増やすことで、市民が気軽に
文化芸術活動に触れられる機会を作ります。

①身近な文
化芸術活動
の促進

①誰もが
参加できる
社会の構
築

③文化芸
術をいかし
たまちづく
り

①年齢、障がいの有無、経済的状況、家庭環
境等にかかわらず誰もが文化芸術に触れる
ことができるように、情報提供の仕方や内容、
物心両面のバリアフリー対策などに配慮した
文化芸術活動の促進に官民ともに取り組み
ます。
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①誰もが
参加できる
社会の構
築

①身近な文
化芸術活動
の促進

②文化芸術活動を促進して「表現する機会」
と「観る機会」を増やすことで、市民が気軽に
文化芸術活動に触れられる機会を作ります。 誰でも書ける

ショートショート書
き方講座(小中学
校対象)

文化・ことば課
「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎
え、ショートショートを書くメソッドを学ぶイベント。学校単位
で募集を行う。

実施なし

申込のあった学校を対象に、「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智
氏を講師に迎え、ショートショートの書き方講座を開催。4校、計338名が
参加。
・清水小学校　7/17　5年生　68名
・道後小学校　9/19　4年生125名
・愛光中学・高等学校　9/19　中1・高1・高2　計51名
・潮見小学校　9/20　4年生　94名

小中学生にショートショートを書く楽しさを周知し、気軽に文化
芸術活動に触れられる機会を創出できた。

松山ライブ！まち
なか演奏会

松山市文化創造支援
協議会

松山市が実施する「まつやまライブ！まちなかパフォーマン
ス事業」と連携し、ストリートピアノ演奏会を開催。

・日時　　2023年5月27日（土）13:00～、15:00～
・場所　　大街道二丁目（松山三越 大街道側入口前）
・演奏者　フォルテ（ピアニスト、愛媛大学出身）
・観客数　各回約150名

実施なし
市民や観光客が文化芸術に気軽に触れられる機会を生み、文
化芸術を通じたまちの彩りや潤いにつながった。

ワークショップ「は
いけいをかんが
える」（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

国内外で活躍する美術家・牛島光太郎氏を講師に迎え、北
条地区の小学生を対象に「ことば」をテーマにしたワーク
ショップ。

ワークショップの会場となった北条ふるさと館の館内の様々な場所に掲
出している「だから、ことば大募集」の受賞作品を探すとともに、3階展望
室の窓に掲出している５つの「ことば」の背景を参加者が創造し、それぞ
れのことばのイメージに合った色や形で窓を装飾した。
・日時　　　2023年7月30日（日）13:00～15:00
・場所　　　松山市北条ふるさと館
・参加者数　北条地区の小学生約20名
・共催　　　ことばのちから実行委員会

R5年度で終了

ふるさと館に掲出されている様々なことばを見て松山市特有の
文化に触れ、学ぶとともに、掲出されたことばから想像したイ
メージで装飾を行い参加者同士で共有することで、気軽に文化
芸術活動を行う機会及び参加者同士の交流を創出した。

シンポジウム「朝
まで共生社会～
どうする？どうな
る？共生社会」
（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

アーティスト、研究者、実践者による「共生社会」をテーマと
したシンポジウムと、市民のパフォーマンス発表を組み合わ
せた「スタ☆タン！！」イベントを開催。

市民のパフォーマンス発表を踏まえたうえで、他者の表現をどのように
受け止め、どのように関わるのかについて議論が行われた。
・日時 2024年3月10日（日）14:00～16:30
・場所 シアターねこ　　　　　　・参加者数　51名
・シンポジウム登壇者
青砥穂高、井上志保、牛島光太郎、大川理恵、金成めい、サ々キDUB
平、白石卓央、戸舘正史、永井誠一、野村優子、秦 元樹、山口信夫、ヤ
ミーダンス(宇都宮忍、合田緑、得居幸)、渡邉元貴
・パフォーマンス出演者
入義秀子、カンダマン、しょうたろう、月々、ナゾケン合唱団、松宮俊文

R5年度で終了
文化芸術活動の活性化、文化芸術に携わる人々の連携の強
化につなげることができた。

「ナゾケン～花園
芸能文化研究所
～」ワークショップ
（再掲２）

松山市文化創造支援
協議会

市民がこれまでに挑戦してみたかったことと文化芸術を組
み合わせ、参加者同士がそれぞれの表現を共有する場を
「研究所」と呼び、「ナゾケン 〜花園芸能文化研究所〜」を
開催。

やりたいことは頭の中にあるものの、どのようにアウトプットすれば良い
のか分からないと感じている参加者に対し、企画者である杉本恭氏から
のアドバイスと、参加者の率直な意見により、3回を通じてお互いに影響
を受け合い、それぞれの表現を変化させながら取り組んだ。
・日時
第1回：2023年 11月7日（火）19:00～20:40（参加者数：8名）
第2回：2023年 12月5日（火）19:00～20:40（参加者数：9名）
第3回：2024年 1月16日（火）19:00～20:40（参加者数：6名）
・場所
第1回：坂の上の雲ミュージアム3階　会議室
第2回、第3回：坂の上の雲ミュージアム2階ホール

R5年度で終了

専門家が「意欲はあるものの行動に移せていなかった」市民の
方々を後押することで、文化芸術活動の活性化を促すことがで
きた。また、文化芸術に興味がある人同士で交流することで、
人々の連携の強化につなげることができた。

展覧会「わたくし
美術館開館支援
センター」

松山市文化創造支援
協議会

これまでに「地域・人・記憶の交差を辿る〈グリッドプロジェク
ト〉」と題して松山市の美術運動に関わる歴史をリサーチし
てきた美術家の深澤孝史と、「小さな美術教室を行き来す
る廊下のようなオンラインネットワーク」を企画した松山市内
で美術教室を主宰する土山あやかによる調査研究をベー
スにした展覧会を実施。

【展覧会「わたくし美術館開館支援センター」】
これまでに「地域・人・記憶の交差を辿る〈グリッドプロジェクト〉」と題して
松山市の美術運動に関わる歴史をリサーチしてきた美術家の深澤孝史
と、「小さな美術教室を行き来する廊下のようなオンラインネットワーク」
を企画した松山市内で美術教室を主宰する土山あやかによる調査研究
をベースにした展覧会を実施。
・日時　　　2023年12月3日（日）～2024年1月26日（金）
※年末年始12月23日（土）～1月8日（月・祝）は休館
・開館時間　平日11:00～15:00　祝・日13:00～19:00　土曜休館
・場所　　　PAAC　平和通りアートセンター（松山市平和通1-1−2 物語カ
フェかまどねこ2階）
・入場料　　無料 　　　　・企画　　　深澤孝史（美術家）
・企画協力　土山あやか（子ども造形アトリエnekko講師）
331名が参加。

【トーク「わたくし美術館ととり小屋美術館って何？」】
日時：2023年12月3日（日）17:00～18:30（90分）
場所：PAAC　平和通りアートセンター
参加無料・予約不要
ゲスト：杉山はるか（愛媛県美術館専門学芸員）
ファシリテーター：深澤孝史
20名が参加。

R5年度で終了
プロによる文化芸術に関する調査を学ぶ機会を提供するととも
に、気軽に文化芸術活動を行う機会及び参加者同士の交流を
創出した。

展覧会「同意のな
い出会い」

松山市文化創造支援
協議会

美術家の牛島光太郎による「ことば」と「もの」のユニークな
関係性を表現する展覧会を実施。「ことば」と共に、似たよう
な形状の日用品や類似した構図の写真や漫画のコマを組
み合わせて掲示し、自分と他者の記憶を共有することを試
みた作品「同意のない出会い」14点を展示した。

・企画　　　牛島光太郎
・日時　　　2024年3月11日（月）～24日（日）
・開館時間　平日11:00～15:00　祝・日13:00～19:00　土曜休館
・場所　　　PAAC　平和通りアートセンター（松山市平和通1-1−2 物語カ
フェかまどねこ2階）
・入場料　　無料 　　　　・参加者数　合計　85名

R5年度で終了
文化芸術活動に気軽に触れる機会を創出するとともに、展覧
会に訪れた市民の方々が文化芸術について考えるきっかけを
作ることができた。

②文化芸術
による国際
交流の促進

二之丸薪能（再
掲）

松山市文化協会

松山の貴重な伝統芸能として継承されている能楽を松山城
二之丸史跡庭園特設能舞台を設置し、伝統芸能・地域文化
への理解を深める機会とします。愛媛能楽協会へ運営委
託。5演目及び火入れ式を行う。

5月に開催。延べ入場者数462人 5月に開催。延べ入場者数478人
市民が旧幕藩時代から城下の人々に親しまれてきた能楽に触
れる機会となり、地域文化の伝承と普及を図ることができた。

地球人まつり 観光・国際交流課

愛媛県国際交流センター（ＥＰＩＣ）との共催により開催。世
界の国を紹介するブースを企画・出展することで、外国の歴
史や文化に親しみながら市民とふれあう機会を提供し、身
近な国際交流の促進を図る。

愛媛県国際交流センター（ＥＰＩＣ）との共催で開催。
地域で暮らす外国人住民との直接的な交流ができるよう、「まつやま花
園日曜市」に出展した。
   日時：11/27　10:00～15:00
   内容：・ワールドバザール（世界の料理や雑貨の販売）
　７か国（イギリス、ガボン、パキスタン、インドネシア、ナイジェリア、
　　　　　　イタリア、アルゼンチン）
　・異国文化体験（ワークショップや世界の遊び体験）
　　３か国（ペルー、ナイジェリア、メキシコ）
　・国際交流ワークショップ（ＥＰＩＣ担当）
　　県内の国際交流団体４団体６ブース（ＥＰＩＣ含む）が、気軽に楽しめ
るワークショップを開催した。

愛媛県国際交流センター（ＥＰＩＣ）との共催で開催。
地域で暮らす外国人住民との直接的な交流ができるよう、「まつやま花
園日曜市」に出展した。
①日時：11/24　10:00～15:00
②内容：
   ・ワールドバザール（世界の料理や雑貨の販売）
　   7か国（イタリア、ネパール、パキスタン、ナイジェリア、フィリピン、
　　　　　　   バングラデシュ、アルゼンチン）
　・民族衣装試着体験
　・国際交流ワークショップ（ＥＰＩＣ担当）
　　県内の国際交流団体４団体６ブース（ＥＰＩＣ含む）が、気軽に楽しめ
るワークショップを開催した。

開催場所が、多くの市民が訪れる「まつやま花園日曜市」であ
ることから、国際交流に関心がある市民はもとより、特に関心
がなかった層にもアピールすることができ、国際交流や国際理
解に寄与する。

外国人のための
日本伝統文化教
室

観光・国際交流課
（公財）松山市文化・スポーツ振興財団との共催で外国人
市民がお琴と尺八の演奏体験を行ったり、講師らの演奏を
聞いたりして日本の伝統文化を楽しむ。

（公財）松山市文化・スポーツ振興財団との共催。
松山市内及び近郊の在住外国人１０人が参加して、1日でお琴・尺八の2
つの伝統文化教室を体験。
   日時：令和6年1月13日（土）　13:00～

（公財）松山市文化・スポーツ振興財団との共催。
松山市内及び近郊の在住外国人１６人が参加して、1日でお琴・尺八の2
つの伝統文化教室を体験。
   日時：令和7年1月18日（土）　9:30～

外国人に伝統文化を紹介し、体験するきっかけを提供すること
で、日本の伝統文化の素晴らしさを実感し伝統文化の活性化
にも寄与する。

俳句ポスト（台北
市）

文化・ことば課

・友好交流都市協定を締結している台北市に俳句ポストを
設置し、俳句文化交流を進めている。
・俳句を軸とした交流を進めることで、両市の結びつきを強
めることを目的としている。

台北市政府、台北俳句会、台湾大学に俳句ポストを設置中。
投句数、投句人数：
台北市政府…2句、2人
台北俳句会…84句、25人
台湾大学…86句、43人

台北市政府、台北俳句会、台湾大学に俳句ポストを設置中。
投句数、投句人数：
台北市政府…1句、1人
台北俳句会…125句、76人
台湾大学…142句、80人

俳都松山のPRができた。

③文化芸
術をいかし
たまちづく
り

①台北市との俳句交流や俳句ポストを活用し
たイベント、地球人まつりなどの文化芸術を
ツールとした国際交流の機会を提供すること
で、異文化理解を促進します。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

おとなの散歩道
松山市文化・スポーツ
振興財団

伊予史談会の協力のもと、おとなを対象にテーマに沿った
郷土の歴史を巡り、大人の探求心をくすぐる。

実施なし
文化創造支援協議会からの受託事業として11月に開催。
入場者数44人

市内の史跡等に触れる機会を提供することで、郷土の歴史を
身近に感じていただく。

松山市美しい街
並みと賑わい創
出事業補助金

市街地整備課

民間によるまちづくりに貢献する施設整備に対して支援を
行うことで、官民連携のまちづくりを推進し、美しい街並み
や賑わいの創出を図る。

2件の申請に対し補助金を支出。 2件の申請を認定。
民間の自主的なまちづくりを支援することで、新たな交流拠点
が創出され、地域の賑わい創出に繋がった。

愚陀佛庵整備事
業（再掲２）

文化・ことば課

　夏目漱石・正岡子規という近代日本を代表する二人の文
学者が共に暮らした唯一の場所である愚陀佛庵を、当時に
近い姿や佇まいで再建することで、「俳都松山」を象徴し、
松山の歴史を知り、発信する新たな拠点として整備する。

実施なし 整備に向けた準備 整備方針等を市民へ広く周知することができた。

②本市と松山アーバンデザインセンターが連
携して地域の文化資源に着目した取組を推
進します。

アーバンデザイン
センター事業

都市・交通計画課

将来のまちづくりの担い手育成等を目的とした「まちづくりを
実践的に学ぶ市民参加型の学習プログラム（アーバンデザ
イン・スマートシティスクール松山）」。学生から社会人まで
のスクール受講生が、まち歩きやレクチャーを通じてまちの
課題や魅力を発見し、まちの歴史や文化に根ざした松山市
ならではの魅力的なまちづくり活動に結実させることを目的
としている。

「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2023」について
松山市内の地域資源等を活用し、受講生による都市回遊型社会実験の
開催を通じて、まちづくり機運の醸成に取り組むとともに、担い手育成を
推進した。
【R5実績】
アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2023開講
参加人数：25名

「アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2024」について
R5年度に引き続き、受講生による都市回遊型社会実験を開催し、まち
づくりへの参加の場を提供することで、地域への主体的な関わりを促進
し、人材の育成を進めた。
【R6実績】
アーバンデザイン・スマートシティスクール松山2024開講
参加人数：28名

・地域資源を生かしたまちづくりの実践活動プランを計画し、社
会実験を実施した結果、地域の文化資源に着目したまちづくり
機運の醸成ができた。また、それらの取組をスクール事業の市
民参加型学習プログラムとして、ハイブリッド（対面＋オンライ
ン）による座学やグループワークで行うことにより、まちづくりの
担い手を育成することができた。

②地域コ
ミュニティと
の協働

文化創造支援事
業（小さな美術教
室を行き来する
廊下のようなオン
ラインネットワー
ク）（再掲）

松山市文化創造支援
協議会

文化芸術活動を行う市民の企画と専門家が共催する事
業。
松山市郊外で行われていた「とり小屋美術館」をリサーチ
し、参加者それぞれの「わたくし美術館」を考えるワーク
ショップ。

日時：2024年1月19日（金）16:45 〜18:15（90分）
場所：Zoom開催（オンライン）　　　　参加無料・要予約
ファシリテーター：深澤孝史、土山あやか
参加者：13名
オンラインで版画を作成。

R5年度で終了
オンライン上で文化芸術活動を支援することで、気軽に文化芸
術に関わる機会を設けることができ、また場所を問わず文化芸
術に興味がある市民の方々を繋ぐことができた。

フィールドミュージ
アムアカデミー久
谷カレッジ

まちづくり推進課

『坂の上の雲』フィールドミュージアムのサブセンターゾーン
である久谷地区全体を「フィールドミュージアムアカデミー久
谷カレッジ」と位置付け、行政と地域まちづくり団体、地元大
学が連携し、地域資源の利活用について、研究・実施す
る。

11月に開催された久谷中学校の地域巡りでは、大学生が中学生に対し
て地域資源の解説を行った。
くぼのホタル祭りや久谷地域で開催された松山ふるさとウォークに参加
し、イベントを盛り上げた。
また、久谷の地域資源を紹介するＨＰについて、リニューアル作業を進
め、令和6年2月に完成した。

久谷中学校の地域巡りに参加し、大学生が中学生に対して地域資源の
解説を行ったほか、くぼのホタル祭りに久谷カレッジとして参加し、地元
住民や来場者との交流を行った。
事業の最終年度として、３年間の研究内容をまとめた報告書と、久谷地
域の寺社仏閣や重要文化財等を題材に、文化資源の楽しみ方をまとめ
たハンドブックを作成した。
また、令和７年３月に市が開催した地域振興構想シンポジウムで、出席
者に対して研究成果の報告を行った。

事業を通じて大学生が調査・研究した内容を、地域住民に対し
て伝えることで、新たな気づきを与えることができたほか、お祭
りやシンポジウムの来場者など地域外の住民に対して発表す
ることで、久谷地域の魅力の発信を行うことができた。
また、リニューアルしたHPは地域まちづくり団体に運営が引き
継がれたほか、作成した調査報告書やハンドブックは好評を受
けており、今後も久谷地域での活用が見込まれる。

②市民参加型のワークショップなどを通じて、
市民同士の相互理解・対話を図る機会づくり
に取り組みます。

手芸教室
人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

誰でも気軽に参加できる講座を開催することで地域住民相
互の交流を図ることを目的とする。

３回１８人 ３回１８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

染色教室
人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

誰でも気軽に参加できる講座を開催することで地域住民相
互の交流を図ることを目的とする。

３回２２人 講師都合により中止
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

合唱
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

古川町住民の交流を促進し、教養や生活技術の向上のみ
ならず、生きることの喜びを感じる場として開催｡

３回３０人 廃止
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

絵手紙教室（人
権・共生社会推
進課
古川ふれあいセ
ンター分）

人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

古川町住民を対象に絵手紙教室を開催し、参加者同士の
交流と地域コミュニティの活性化を図る。

１２回１０６人 １２回１２３人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

漢詩同好会
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民を対象とした各種クラブ活動等で地域住民の交流
を図る。

１１回８８人 １１回８８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

健康マージャン
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４９回７８４人 ４６回７３６人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

陶芸教室（人権・
共生社会推進課
内宮ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
内宮ふれあいセンター

地域住民からニーズの高い陶芸教室の開催により、地域住
民相互の交流・促進を図り、人権尊重意識の高揚へとつな
げる。

２０回１３１人 ９回１０１人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

陶芸教室（人権・
共生社会推進課
北条ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域の実情に即したテーマを設定するなどして、創意工夫
のある講座を継続して開催し、地域住民相互の理解と交流
を促進するため１ヵ月２時間程度の講座を３回以上実施し、
地域交流の促進を図る事業である。

２３６回９３７人 ２３４回１０１０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

絵手紙教室
人権・共生社会推進課
清水ふれあいセンター

生きることの喜びの場として、清水地域住民の相互の交流
を促進するため講座を開催している。

３３回４４９人 ４５回６７５人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

大正琴
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民を対象とした各種クラブ活動等で地域住民の交流
を図る

５回４０人 廃止
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

水彩画
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民を対象とした各種クラブ活動等で地域住民の交流
を図る

２２回２２０人 １９回１３３人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

花水木句会
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民を対象とした各種クラブ活動等で地域住民の交流
を図る

２４回１９２人 ２２回１７４人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

詩吟同好会
人権・共生社会推進課
古川ふれあいセンター

地域住民を対象とした各種クラブ活動等で地域住民の交流
を図る ４７回３２９人 ４４回３０８人

同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

すこやか麻雀
人権・共生社会推進課
朝生田ふれあいセン
ター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４４回３５２人 ４９回４９０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

空手
人権・共生社会推進課
朝生田ふれあいセン
ター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

３６回２５２人 ４９回３４３人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

直心吟詠会（人
権・共生社会推
進課
朝生田ふれあい
センター）

人権・共生社会推進課
朝生田ふれあいセン
ター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

５０回２５０人 ５０回３００人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

素山流梅鳳会
人権・共生社会推進課
朝生田ふれあいセン
ター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４７回４７０人 ５１回４０８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

勝山民踊会
人権・共生社会推進課
清水ふれあいセンター

地域住民を中心に、教養・文化活動、各種クラブ活動等を
通して住民の交流を図ることを目的とする。

４６回４８０人 ４６回６９０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

コーラス教室
人権・共生社会推進課
清水ふれあいセンター

地域住民を中心に、教養・文化活動、各種クラブ活動等を
通して住民の交流を図ることを目的とする。

５３回８７３人 ４９回４９０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

書道教室（人権・
共生社会推進課
内宮ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
内宮ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４８回２８８人 廃止
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

二葉学林吟詩会
人権・共生社会推進課
内宮ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

３５回１７５人 休会
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

②地域コ
ミュニティ
形成への
活用

①専門家・アーティストとまちづくり協議会な
どの地域の住民が協力し、誰もが居心地よく
過ごせるように文化芸術の発想をいかした地
域住民の交流拠点づくりに取り組みます。

①地域の文化芸術の力でまちづくりを行うに
当たり、松山アーバンデザインセンターなどと
連携して良好な景観や街並みを創出します。

③文化芸
術をいかし
たまちづく
り

①まちづくり
の推進
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③文化芸
術をいかし
たまちづく
り

②地域コ
ミュニティ
形成への
活用

②地域コ
ミュニティと
の協働

②市民参加型のワークショップなどを通じて、
市民同士の相互理解・対話を図る機会づくり
に取り組みます。

直心吟詠会（人
権・共生社会推
進課
内宮ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
内宮ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

９６回1,248人 ９６回1,248人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

内宮囲碁会
人権・共生社会推進課
内宮ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４６回２７６人 ４０回１６０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

書道教室（人権・
共生社会推進課
溝辺ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

７２回３１１人 ４９回３６０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

紫雲館吾妻流
（詩舞）

人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

２４回１４７人 ３９回２５８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

川柳句会
人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

１５回１８人 １４回７１人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

安来節保存会
（人権・共生社会
推進課　溝辺ふ
れあいセンター）

人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

２１回１０９人 ２５回１２７人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

健康麻雀
人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

３８回２７３人 ３５回２８２人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

道後吟友会
人権・共生社会推進課
溝辺ふれあいセンター

地域住民を対象とした、各種クラブ活動、レクリエーション、
教養、文化活動等、通して住民の交流を図ることを目的と
する｡

８回２５人 廃止
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

日本の踊りクラブ
人権・共生社会推進課
上川原ふれあいセン
ター

地域住民等を対象に、近年、関心が高まっている日本舞踊
による踊りを習得することで、参加者間の相互理解と交流
を促進し、地域住民の健康維持及び増進につなげることを
目的とする。

４６回６９０人 ４３回９４６人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

舞踊こまち
人権・共生社会推進課
来住ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

１４６回２７７４人 １１３回２１４７人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

囲碁
人権・共生社会推進課
来住ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

９７回４８５人 ９７回４８５人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

安来節保存会
（人権・共生社会
推進課　来住ふ
れあいセンター）

人権・共生社会推進課
来住ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４９回３９２人 ４５回３６０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

悠心道場
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４６回１１５０人 ４８回９６０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

三味線教室
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

１２回２０４人 ９回１２６人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

都山流北条支部
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

３１回１２４人 ３２回１２８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

吟道清鏡会
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４４回３５２人 ４４回３５２人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

いけ花教室
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

４１回２４６人 ４０回２００人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

太極拳
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域jの交流を目的
とした地域交流事業。

４２回２９４人 ４２回２９４人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

着付け教室
人権・共生社会推進課
北条ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して地域の交流を目的と
した地域交流事業。

２１回１２６人 ２１回１６８人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

築山会（日舞）
人権・共生社会推進課
中島ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して「人権問題」の解決
のために地域の交流を目的とした地域交流事業。

５回３０人 令和５年度末で終了
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

コーラス歌音
人権・共生社会推進課
中島ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して「人権問題」の解決
のために地域の交流を目的とした地域交流事業。

２３回２２０人 １７回１７０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

陶芸教室（人権・
共生社会推進課
中島ふれあいセ
ンター）

人権・共生社会推進課
中島ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して「人権問題」の解決
のために地域の交流を目的とした地域交流事業。

２３回２５１人 ２２回２６３人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

中島俳句会
人権・共生社会推進課
中島ふれあいセンター

地域住民の参加を集い、事業を通して「人権問題」の解決
のために地域の交流を目的とした地域交流事業。

５回５０人 ８回８０人
同じ趣味を持つ人々が集まり、地域住民相互の交流を図ること
が出来た。

考古館出前講座
松山市文化・スポーツ
振興財団

考古館から、各小中高等学校・大学、公民館・団体からの
要望で赴く事業。小中高等学校・大学からは「総合的な学
習の時間」、「選択教科社会の授業」、「文化祭」などで、公
民館・各団体からは「地域の歴史を知る」、「古代体験」など
の内容で依頼がある。

令和5年度は小学校・中学校・高等学校・公民館・児童クラブなどで延べ
68件実施し、参加者は5,518人名

令和6年度は小学校・中学校・高等学校・公民館・児童クラブなどで延べ
92件実施し、参加者は6,782人名

考古学や地域史を専門とする職員が講師として学習支援する
ことで、市民や子ども地域の歴史や文化を学ぶ場となり、地域
の文化・芸術活動に取り組むきっかけとなっている。

フィールドミュージ
アムアカデミー久
谷カレッジ（再掲）

まちづくり推進課

『坂の上の雲』フィールドミュージアムのサブセンターゾーン
である久谷地区全体を「フィールドミュージアムアカデミー久
谷カレッジ」と位置付け、行政と地域まちづくり団体、地元大
学が連携し、地域資源の利活用について、研究・実施す
る。

11月に開催された久谷中学校の地域巡りでは、大学生が中学生に対し
て地域資源の解説を行った。
くぼのホタル祭りや久谷地域で開催された松山ふるさとウォークに参加
し、イベントを盛り上げた。
また、久谷の地域資源を紹介するＨＰについて、リニューアル作業を進
め、令和6年2月に完成した。

久谷中学校の地域巡りに参加し、大学生が中学生に対して地域資源の
解説を行ったほか、くぼのホタル祭りに久谷カレッジとして参加し、地元
住民や来場者との交流を行った。
事業の最終年度として、３年間の研究内容をまとめた報告書と、久谷地
域の寺社仏閣や重要文化財等を題材に、文化資源の楽しみ方をまとめ
たハンドブックを作成した。
また、令和７年３月に市が開催した地域振興構想シンポジウムで、出席
者に対して研究成果の報告を行った。

事業を通じて大学生が調査・研究した内容を、地域住民に対し
て伝えることで、新たな気づきを与えることができたほか、お祭
りやシンポジウムの来場者など地域外の住民に対して発表す
ることで、久谷地域の魅力の発信を行うことができた。
また、リニューアルしたHPは地域まちづくり団体に運営が引き
継がれたほか、作成した調査報告書やハンドブックは好評を受
けており、今後も久谷地域での活用が見込まれる。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

「星の音楽会」幼
児のためのクラ
シックコンサート

松山市文化・スポーツ
振興財団

未就学児とその家族を対象としたクラシックコンサート。通
常のクラシックコンサートでは年齢制限があり、参加できな
い0歳～6歳の乳幼児に音楽に触れる機会を提供する。

6月に開催。
入場者数223人

6月・12月の年2回開催。
入場者数399人

プラネタリウムの星空のもと、親しみやすいクラシック音楽や童
謡等、季節に合わせた楽曲を楽しみ、満足度の高い演奏会の
機会を提供することができた。

まつやま小中学
生文化等体験学
習事業

学校教育課

子どもの豊かな感受性を育み、将来への可能性を引き出す
ため、優れた文化芸術に触れる機会を提供することを目的
とし、松山市内小中学校に対して、「坂の上の雲ミュージア
ム」「子規記念博物館」を観覧することを主とし、それに係る
交通費を松山市が負担する。それに加え、希望する学校に
は東温市の「坊っちゃん劇場」の観劇の補助も行っている。
また、拡充分として、令和5年度から子規記念博物館内の
「愚陀佛庵」を訪問し、人とのつながりや出会いの大切さを
学んだり、「掩体壕」を見学し、平和の大切さを学んだりでき
る機会を提供するため、それに係る交通費を負担する。
既存事業は、年度初めに各小中学校に事業実施の希望調
査を行い、希望する学校のうち、過去の実施状況から、近
年事業を実施していない学校を優先し、予算の範囲内で対
象校を決定している。拡充分は、全小学校を対象として年
度初めに希望日程調査を行い、実施日を決定している。

既存事業分：事業実施時には、「ふるさと松山学」を活用し、子どもたち
への学びへつなげ、坂の上の雲ミュージアムと子規記念博物館は、学
校がいずれかを必ず選択して訪問した。（坂の上の雲ミュージアム５校、
子規記念博物館11校）
・３年間に渡るコロナ禍の影響により、児童生徒が文化芸術に触れる機
会が減少したことを受け設けられた「愛媛県子ども舞台芸術鑑賞体験支
援事業」による交通費の支援を利用して坊っちゃん劇場へ訪問する学校
に対して、松山市が観劇代金を負担したことにより、令和５年度は例年
以上の実績となった。（小学校25校、2,170名、中学校18校、2,831名、計
43校、5,001名）
拡充分：愚陀佛庵教育プログラムでは、主に各小学校の４～６年生のう
ち１学年が参加した。（全小学校53校、4,136名）平和教育プログラムに
は、主に６年生が参加した。（全小学校53校、4,337名）

既存事業分：事業実施時には、「ふるさと松山学」を活用し、子どもたち
への学びへつなげ、坂の上の雲ミュージアムと子規記念博物館は、学
校がいずれかを必ず選択して訪問した。（坂の上の雲ミュージアム16
校、子規記念博物館13校）
・令和５年度に引き続き、「愛媛県子ども舞台芸術鑑賞体験支援事業」
による交通費の支援を利用して坊っちゃん劇場へ訪問する学校に対し
て、松山市が観劇代金を負担した。（小学校16校、1,573名、中学校13
校、1,907名、計29校、3,480名）
拡充分：愚陀佛庵教育プログラムでは、主に各小学校の４～６年生のう
ち１学年が参加した。（小学校47校、4,128名）平和教育プログラムには、
主に６年生が参加した。（小学校47校、4,037名）
※令和５年度に比べ参加した学校数が減少しているのは、令和５年度
に複数学年で実施した学校の中に令和６年度は実施しなかった学校が
あるため。

【既存事業分】
・坂の上の雲ミュージアムや子規記念博物館での学びととも
に、坊っちゃん劇場の公演が、松山市出身の偉人の上演だっ
たことから、児童生徒は、登場人物の生き様や生の演劇の迫
力に触れ、自らの生き方について考えるとともに、松山市の歴
史やゆかりの深い人物についての見識を深めることができた。
【拡充分】
・愚陀佛庵では、偉人への畏敬の念や友情の大切さを学び、掩
体壕では、当時の状況を実感として捉えることができ、平和の
大切さについて一層理解することができた。

キッズジョブまつ
やま

松山市文化・スポーツ
振興財団

松山市小中学校PTA連合会と連携し、松山市内の小・中学
生を対象に職業体験イベントを開催し、働くことの楽しさや
厳しさを学んでもらうとともに、関心のある職業への理解を
深め、将来の目標を考える機会を提供する。

11月に開催。
延べ参加者数1,447人

11月に開催。
延べ参加者数1,220人

働くことの楽しさや厳しさを学んでもらうとともに、将来なりたい
職業を見つけるきっかけや、関心のある職業への理解を深め、
将来の目標を考える機会を提供した。

森のやすらぎ親
子アート

松山市文化・スポーツ
振興財団

野外活動センターの魅力である自然を活かし、場内で採取
した材料で、固定概念にとらわれない自由な発想による
アートを親子で体験する場を届ける。
１．のはらでキラキラおえかき
２．大きな空と虹のなかまたち
３．クリスマスリース作り   など

実施回数：3回
延べ参加者数：89人
募集定員数：15組×3回

実施回数：3回
延べ参加者数：89人
募集定員数：90人

当施設で採れた草木などの自然の素材を中心とした材料で芸
術活動を体験できる機会を提供できた。

ふれあい将棋大
会

松山市文化・スポーツ
振興財団

将棋を通じて幅広い世代が交流できる機会を提供するとと
もに日本の伝統文化である将棋の普及振興を図るため、プ
ロ棋士を招聘し、指導対局や将棋教室、将棋大会を実施す
る。

7月に開催。
参加者数96人

7月に開催。
参加者数97人

世代を超えて交流する機会やプロ棋士との指導対局をつうじ
て、相互理解と豊かな感性を身につけていただくことができた。

伝統文化こども
伝承事業

松山市文化・スポーツ
振興財団

伝統文化の普及促進を図るため、伝統文化に触れる各種
教室（競技かるた、将棋、尺八、お琴、三味線等）を小中学
生対象に夏季・冬季休暇期間中に開催する。

7～8月、12～1月に合計5種目で開催。
延べ参加者数432人

-
参加者からは、教室終了後も練習を続けたいと財団や講師の
元に連絡があり、伝統文化普及活動の一助となった。

森のやすらぎ親
子クラブ

松山市文化・スポーツ
振興財団

未就学児童や保護者を対象に、散策や昆虫観察など施設
を活かした遊びを楽しんでもらうことを目的に教室事業を実
施し、未就学児童が自然とふれあう機会を提供することに
より、豊かな情操を育む。

実施回数：4回
延べ参加者数：41人
募集定員数：15組×6回

実施回数：5回
延べ参加者数：49人
募集定員数：15組×6回

当施設の多様な自然環境に触れ合える機会を提供できた。

工作教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

施設の特徴を生かし、親子がコミュニケーションをとりなが
ら様々な工作を共同で製作する機会をとおして、ものづくり
の楽しさを親子で体験し、相互理解の醸成を目指す。

土・日・祝、夏休み期間中等に145回開催。
延べ参加者数：4,022人

土・日・祝、夏休み期間中等に145回開催。
延べ参加者数：4,000人

親子でコミュニケーションを取りながら、様々な工作を共同で制
作する機会を提供することができた。

小学生サイエン
ス教室

松山市文化・スポーツ
振興財団

電子工作を通じて、科学の楽しさや不思議さ、歴史を学び、
科学を身近に感じて興味を持ってもらう事を目的とする。

夏休み期間中等にラジオと電気の話を計10回開催。
R5年度決算額：（ラジオ）175,405円、（電気）80,503円、延べ参加者数：
（ラジオ）13人、（電気）16人

夏休み期間中にラジオと電気の話を計10回開催。
R5年度決算額：（ラジオ）47,454円、（電気）22,632円、延べ参加者数：（ラ
ジオ）11人、（電気）12人

防災意識やラジオ・電気の必要性を認識し、科学に興味を持っ
ていただくことができた。

小学生天文教室
松山市文化・スポーツ
振興財団

市内小学生を対象(小学4～6年生)に、望遠鏡制作や星の
解説を通じて天文への関心を高め、科学への興味を持って
もらうことを目的とする。

夏休み期間中に計2回開催。
延べ参加者数：16人

夏休み期間中に計2回開催。
延べ参加者数：13人

小学生4～6年生を対象に、天体望遠鏡工作や星の観察方法
の解説を実施し、生活文化への理解を深める機会にすることが
できた。

小学生俳句教室 松山市文化協会
市内小学生に対して俳句の基礎を学び、その場で感じたこ
とを俳句にして、親しみを持っていただく。

8月に小学校低学年と高学年に分かれて2日間開催。参加者数28人
R6年度は文化創造支援協議会からの受託事業「こども体験事業」として
開催。
8月に小学校低学年と高学年に分かれて2日間開催。参加者数55人

子どもたちに俳句を創作する楽しさや文化芸術に触れる機会を
提供することができた。

子規顕彰小中高
校生俳句大会

子規記念博物館
青少年期に俳句に親しみ、情操を育てることを目的に、市
内の小中高校生を対象にした俳句大会を実施している。

第58回子規顕彰松山市小中高校生俳句大会を実施。
 参加者数：600人、募集句：7,125句（106校）

第59回子規顕彰松山市小中高校生俳句大会を実施。
 参加者数：650人、募集句：6,814句（106校）

・市内の小中高校生が、俳句に親しみ、自然に目を向け情操を
育む機会を提供することができた。

外国人のための
おけいこ教室

松山市文化・スポーツ
振興財団

伝統文化の普及促進を図るため、松山国際交流協会と連
携し、各種教室（尺八、お琴等）を外国人対象に開催する。

開催なし
9月と1月に開催。
参加者数39人

外国人の方へ日本の伝統文化に触れる機会を提供すること
で、国際交流活動を推進し、文化振興を図る。

劇団四季「こころ
の劇場」

松山市文化・スポーツ
振興財団

劇団四季による小学生対象ミュージカル「こころの劇場」公
演のサポートを行うとともにワークショップを行う。

開催なし
2月に開催。
参加者数2,901人

小学生に「命の大切さ」「人を思いやる心」「信じ合う喜び」など、
人が生きていくうえで最も大切なものをミュージカルの観劇をつ
うじて会得していただく。

こども体験事業
松山市文化・スポーツ
振興財団

伝統文化の普及促進を図るため、伝統文化に触れる各種
教室（競技かるた、将棋、尺八、お琴、三味線、俳句、川柳
等）を小中学生対象に夏季・冬季休暇期間中に開催する。

-

文化創造支援協議会からの受託事業として7・8・12・1月に合計9種目を
開催。
教室実施種目については、参加者数確保と同時に伝統文化普及のため
に、文化協会事業（俳句教室・川柳吟行）も種目に加えた。
延べ参加者数689人

次世代後継者の発掘、育成を目的とし、子どもたちへ伝統芸能
に触れる機会を提供していくことで、文化活動を推進し文化振
興を図ることができた。

松山市立中央図
書館ビブリオバト
ル

中央図書館事務所

青少年の読書活動推進を目的に、市内の中・高校生が読
んで面白いと思った本について紹介し、参加者と質疑応答
を行うことで「どの本が一番読みたくなったか」を競う書評
ゲーム「ビブリオバトル」を通じて、読書への興味や関心を
深める機会を提供する。

R5年度実績：R5.10.21開催。発表者6名、観覧者35名。 R6年度実績：R6.9.14開催。発表者12名、観覧者延154名。

市立図書館のビブリオバトルは、本の紹介を媒介としたコミュニ
ケーションの場づくりと読書推進に効果のあるイベントとして定
着している。毎年出場する生徒も複数おり、読書意欲を持ち、
活字文化に親しむ青少年の育成に効果をあげている。

子ども一日図書
館員

中央図書館事務所

市内の小学5・6年生が図書の貸出・返却や、本の紹介カー
ド（POP）作成などを通じて図書や図書館の仕事への興味
や理解を深め、読書活動をすすめることを目的に、「子ども
一日図書館員」を開催する。

R5年度実績：R5.8.5開催。参加者19名
R6年度実績：R6.8.3、4の2日開催。参加者45名（例年定員を上回る応募
があり抽選で参加者を決定している状況であったため、令和6年度から
開催日を増やして対応）

図書館内部の見学や仕事の体験ができるイベントとして非常に
好評で、参加者に読書文化の振興に関わる施設や仕事に対す
る興味を深めてもらっている。

松 山 市 小・ 中学
校連合音楽会

学校教育課

松山市内小・中学校の参加希望校が一堂に会し、合唱や
楽器合奏を主体とする音楽会を実施することにより、音楽
会の雰囲気を味わわせるとともに、音楽に対する興味・関
心を高め、豊かな情操の涵養と健全な成長に資する。

令和5年11月20日～22日の3日間で
市民会館で実施し、小学校52校、中学校19校が参加した。
小学校は2日間で4,377人、中学校は1日間で1,167人参加した。

令和6年11月12日～14日の3日間で
市民会館で実施し、小学校52校、中学校28校が参加した。
小学校は2日間で4,708人、中学校は1日間で1,900人参加した。

日頃の練習の成果の発表の場を確保することで、意欲向上に
つながったほか、参加校による合唱や楽器合奏の鑑賞を通し
て、音楽に対する興味・関心を高め、豊かな情操の涵養と健全
な成長につながる機会となった。

誰でも書ける
ショートショート書
き方講座(小中学
校対象)（再掲）

文化・ことば課
「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智氏を講師に迎
え、ショートショートを書くメソッドを学ぶイベント。学校単位
で募集を行う。

実施なし

申込のあった学校を対象に、「坊っちゃん文学賞」審査員長の田丸雅智
氏を講師に迎え、ショートショートの書き方講座を開催。4校、計338名が
参加。
・清水小学校　7/17　5年生　68名
・道後小学校　9/19　4年生125名
・愛光中学・高等学校　9/19　中1・高1・高2　計51名
・潮見小学校　9/20　4年生　94名

小中学生にショートショートを書く楽しさを周知し、気軽に文化
芸術活動に触れられる機会を創出できた。

こどものための鍵
盤楽器コンサート
（聖カタリナ大学
連携事業）

松山市文化・スポーツ
振興財団

北部地域の小学生に文化芸術について広く興味喚起を図
るため、音楽を通じた地域貢献と文化振興を創出すること
を目的として、聖カタリナ大学と連携し、クラシックコンサート
を開催する。

9月に開催。
入場者数350人

9月に開催。
入場者数337人

単に演奏を聴くだけでなく、曲や作者の解説を織り交ぜ、同じ
曲を違う楽器で演奏することで音色の違いも感じることができ、
楽器や音楽に対する興味や関心を深めることができた。

①教育・福
祉への文
化芸術の
推進

①子どもの
文化芸術体
験の促進

④文化芸
術の教育・
福祉・産業
経済等へ
の活用

①小中学生をはじめとした子どもたちが多様
な価値観や表現に触れることができるよう
に、公演等の実施やワークショップ等の参加
型の文化芸術事業により、質の高い文化芸
術の鑑賞や多様な文化芸術活動の体験の機
会を提供します。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

①教育・福
祉への文
化芸術の
推進

①子どもの
文化芸術体
験の促進 文化創造事業

松山市文化・スポーツ
振興財団

文化芸術振興計画の推進を図るとともに、文化芸術による
新たな試み（小学生ワークショップ・中学生アウトリーチ・成
人対象ワークショップ等）を展開する。

10月～2月に開催。
延べ参加者数811人

9月～3月に開催。
延べ参加者数2,428人

演劇を取り入れたコミュニケーションアップ講座や歌唱、伝統芸
能など多岐にわたる分野で、子どもから大人に至るまで幅広い
年代層を対象にして文化芸術に触れる機会を創出することが
できた。

親子で楽しむふ
れあいコンサート
（愛媛大学連携
事業）

松山市文化・スポーツ
振興財団

県内を中心に活躍する音楽家を招聘し、愛媛大学教員・学
生も参加して親子が楽しめるコンサートと楽器体験講座を
実施する。

12月に開催。
参加者数41人

12月に開催。
参加者数44人

単に演奏を聴くだけでなく、曲や楽器の解説を織り交ぜ、弦楽
器や打楽器等を演奏することで音色の違いも感じることができ
る内容であったことから、親子で楽器や音楽に対する興味を引
き立たせることができた。

松山シルバー
コーラス

松山市文化・スポーツ
振興財団

60歳以上を対象としたコーラス教室　6月～2月(3クラス25
回)にかけて練習し発表会を行う。

6月～2月に開催。
延べ参加者数5,372人

6月～2月に開催。
延べ参加者数5,255人

コーラス前に簡単な運動を取り入れた結果、参加者同士のコ
ミュニケーションの場となり、体の機能向上・維持が期待できる
事業となった。
また松山市保険給付・年金課と連携し、フレイル予防に関する
学びも取り入れながら開催し、健康に関する相乗効果を図って
いる。

文化創造事業
（再掲）

松山市文化・スポーツ
振興財団

文化芸術振興計画の推進を図るとともに、文化芸術による
新たな試み（小学生ワークショップ・中学生アウトリーチ・成
人対象ワークショップ等）を展開する。

10月～2月に開催。
延べ参加者数811人

9月～3月に開催。
延べ参加者数2,428人

演劇を取り入れたコミュニケーションアップ講座や歌唱、伝統芸
能など多岐にわたる分野で、子どもから大人に至るまで幅広い
年代層を対象にして文化芸術に触れる機会を創出することが
できた。

高齢者週間事業
（ 高 齢 者趣 味の
作品展）

長寿福祉課

６５歳以上の高齢者及び高齢クラブ会員の趣味の作品を展
示し、広く市民の目に触れることで、高齢者に生きがいを感
じる機会を提供するとともに、高齢者福祉に対する理解が
深められるよう図る。

令和５年度は愛媛県美術館特別展示室にて３日間にわたって趣味の作
品展を開催した。（松山市高齢クラブ連合会への委託事業。出品数
169。延べ来場者数668名。

令和6年度は愛媛県美術館特別展示室にて３日間にわたって趣味の作
品展を開催した。（松山市高齢クラブ連合会への委託事業。出品数
186。延べ来場者数714名。

自分の作った作品が広く市民の目に触れることで高齢者に生
きがいを感じる機会を提供する事ができた。

高齢者週間事業
（囲碁大会、将棋
大会）

長寿福祉課

毎年、9月の「高齢者週間」にあわせ、概ね65歳以上の高齢
者を対象として「囲碁大会」「将棋大会」を実施。市民一人一
人が家庭、地域社会などで高齢者との関わりや、高齢期の
あり方に関心と理解を深めることを目的としている。

囲碁大会：R5.9.14開催（32名）
将棋大会：R5.9.15開催（34名）

囲碁大会：R6.9.開催（33名）
将棋大会：R6.9.開催（35名）

高齢者の文化事業への意欲を高めることができた。

高 齢 ク ラ ブ 助成
事業

長寿福祉課
おおむね６０歳以上の高齢者で結成している高齢者クラブ
が行う社会奉仕活動、教養講座開催事業、健康増進事業
に補助を行う。

補助金交付クラブ数：145クラブ 補助金交付クラブ数：140クラブ 高齢者のいきがいや健康づくりとして活動をすることができた。

老 人 福 祉 セ ン
ター（教養講座）

長寿福祉課

高齢クラブ員や65歳以上の市民、グループ等が自由に利
用できる施設で、高齢者福祉の増進を図るための施設であ
り、高齢者の生きがいづくりのため、教養講座を行ってい
る。

教養講座受講者数：382名 教養講座受講者数：246名
講座修了後はサークル活動として引き続き活動する等、高齢
者の生きがいづくり、健康増進、興味や趣味を広げるための
きっかけとなった。

②高齢者施設、社会福祉施設、医療福祉施
設等にアーティストが直接出向いて文化芸術
公演やワークショップ等を実施する取組を支
援します。

相談窓口の設置 文化・ことば課
松山市ホームページに文化芸術に関する相談窓口として
の案内を掲載し、メール・電話などでの相談を受け付けてい
る。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民に広く開かれた市のホームページで文化芸術に関しての
情報発信を行うともに、相談窓口となることで市民の方の文化
芸術活動を支援した。

③関係団体と連携して、福祉施設等と文化芸
術活動を発表したい人や団体をつなぎ、コー
ディネートする仕組みづくりに努めます。

相談窓口の設置
（再掲）

文化・ことば課
松山市ホームページに文化芸術に関する相談窓口として
の案内を掲載し、メール・電話などでの相談を受け付けてい
る。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民に広く開かれた市のホームページで文化芸術に関しての
情報発信を行うともに、相談窓口となることで市民の方の文化
芸術活動を支援した。

地域活動支援セ
ンター事業

障がい福祉課
障がいのある方に社会適応支援、創作的活動等の各種
サービスを提供する。（ペン習字、歌の教室、書道、絵手
紙、俳句など）

（福）松山市社会福祉事業団に指定管理料を支出し実施。 （福）松山市社会福祉事業団に指定管理料を支出し実施。
障がいのある方に生活活動の機会等を提供することにより、自
立と社会参加の促進や生きがいづくりにも貢献することができ
た。

Live-Art風のねこ
展示会

NPO法人シアターネッ
トワークえひめ

就労継続支援Ｂ型事業所　風のねこを利用する方たちの作
品の展示・販売を行う。

― R7の展示会に向けた準備
多くの来場者に風のねこメンバーがアートとコラボする作品を
観てもらう事で、障がい者への理解につながった。

わたしの幻聴幻
覚プロジェクト

NPO法人シアターネッ
トワークえひめ

精神疾患による幻聴幻覚・妄想を聞き取り、ワークショップ
や演劇等、アートを介して当事者の世界を知らない人たち
に届ける。

・幻聴幻覚展示プロジェクト
「この病気にならないと理解できないと思います。どうせ、他人事でござ
いましょう。」展の開催（R5.7.13～7.30）
・幻覚幻聴ワークショップの開催（4回）
・幻聴幻覚カードの作成

・幻聴幻覚展示プロジェクト
「この病気にならないと理解できないと思います。どうせ、他人事でござ
いましょう。」公演及びクロストークの開催（R6.8.24）
・表現ワークショップの開催(6回)
・松山×横浜交流プログラム(OUTBＡCKプロジェクトとの交流)（４日間）
・幻聴幻覚プロジェクトの研究者座談会（1回）

精神障がい者への偏見をなくし、理解することへの変化につな
がる。

相談窓口の設置
（再掲２）

文化・ことば課
松山市ホームページに文化芸術に関する相談窓口として
の案内を掲載し、メール・電話などでの相談を受け付けてい
る。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民の方へ適切な情報発信を行うとともに、メール・電話などでの相談
に対し、丁寧に回答を行った。

市民に広く開かれた市のホームページで文化芸術に関しての
情報発信を行うともに、相談窓口となることで市民の方の文化
芸術活動を支援した。

わたしの幻聴幻
覚プロジェクト（再
掲）

NPO法人シアターネッ
トワークえひめ

精神疾患による幻聴幻覚・妄想を聞き取り、ワークショップ
や演劇等、アートを介して当事者の世界を知らない人たち
に届ける。

・幻聴幻覚展示プロジェクト
「この病気にならないと理解できないと思います。どうせ、他人事でござ
いましょう。」展の開催（R5.7.13～7.30）
・幻覚幻聴ワークショップの開催（4回）
・幻聴幻覚カードの作成

・幻聴幻覚展示プロジェクト
「この病気にならないと理解できないと思います。どうせ、他人事でござ
いましょう。」公演及びクロストークの開催（R6.8.24）
・表現ワークショップの開催(6回)
・松山×横浜交流プログラム(OUTBＡCKプロジェクトとの交流)（４日間）
・幻聴幻覚プロジェクトの研究者座談会（1回）

精神障がい者への偏見をなくし、理解することへの変化につな
がる。

未来へつな ぐ道
後まちづくり事業
（再掲）

道後温泉事務所

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の新たな活性化
策として、令和3年度から5年度までの3年間、「みんなの道
後温泉 活性化プロジェクト」を実施。
・R3年度は「地熱づくり」をテーマにアート作品の公開や、関
係人口の構築に繋がるプログラムを実施。
・R4年度は、4年ぶりに芸術祭「道後オンセナート2022」を開
催。
・R5年度は、「アート＆クラフト」をテーマに「道後アート
2023」を開催。

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の活性化策「みんなの道後温
泉 活性化プロジェクト」の一環として、「アート&クラフト」をテーマに「道後
アート2023」を開催。
シンボル作品「100 colors no.42」などのアート作品の展示やクラフト
ミュージアムでのポップアップショップの展開など、道後温泉地区の滞在
性と回遊性を高めたほか、「クラフトフェア」や「道後子ども夜市」、「街歩
きエンターテイメント『MILLION GUIDES-ガイドの数だけ道がある-』」な
ど、様々なイベントを実施し話題を発信するなど、地域全体で連携しな
がら観光人口の拡大につなげた。

令和3年度から3カ年の事業であり、令和5年度末で事業は終了。

これまで観光地間競争の激化や道後温泉本館保存修理工事
による、観光客の減少や、地域経済に及ぼす影響を緩和する
ために道後温泉の活性化に取り組んできた。
「温泉」という地域資源に「アート」を取り入れた本事業は、様々
な分野で活躍するアーティストやクリエーターが参加し、アート
作品の展示やポップアップショップの展開のほか、イベントを随
時実施し、年間を通じて話題を発信することで道後温泉地区で
の滞在性や回遊性を高め、道後温泉の活性化に繋げた。

松山野球拳おど
り事業（再掲）

観光・国際交流課

市民に真夏の憩いを提供するとともに、観光宣伝の一翼を
担い、観光客誘致に寄与することを目的としている。中心商
店街周辺に交流人口を増大させ、市内中心部の活性化を
図るとともに、観客及び参加者、地域住民が一体となって盛
り上がれるまつりを目指す。

【R5実績】令和5年8月10日～12日に実施（3日間）
　　　　　　観客数：約13万6,000人

【R6実績】令和6年8月9日～11日に実施（3日間）
　　　　　　観客数：約14万8,000人

市民に真夏の憩いを提供するとともに、観光宣伝の一翼を担
い、観光客誘致に寄与し、中心市街地の活性化や交流人口の
増加につながった。

鹿島春まつり事
業

観光・国際交流課
毎年5月3日、4日に北条地域の伝統行事として開催される
イベントであり、櫂練りや郷土芸能の披露、大注連縄張り替
えなどが行われる。

【R5実績】
令和５年５月３日～５月４日に実施
観客数：約5,000人

【R6実績】
令和6年5月3日～5月4日に実施
観客数：約5,000人

愛媛県指定無形民俗文化財の「鹿島の櫂練り」や獅子舞、伊
予万歳等の伝統行事を実施することで、観光客を誘致し、地域
の活性化を図るとともに、鹿島の歴史や文化を振興し、伝統文
化の継承につなげることができた。

二 之 丸 庭園 ・城
山公園等管理事
業（恋する庭園）

観光・国際交流課
「花」を用いて園内を装飾し、庭園の魅力を広く市民や観光
客に発信するイベントを実施する。

令和5年4月29日～5月7日に実施（9日間）
来園者数：8,205人

令和6年4月27日～5月6日に実施（10日間）
来園者数：11,354人

市のHPや広報まつやま、リビングまつやまなどで周知するなど
して、イベントの認知度も高まり集客増に繋がったと考える。花
のイベントをきっかけに、歴史や文化を振興し誘客を進めること
ができた。

②文化芸術と親和性の高い創造的な産業と
人材を結び付け、官学が連携して産業経済
分野への活用を進めることで新たな創造都市
を推進します。 未来へつなぐ道

後まちづくり事業
（再掲２）

道後温泉事務所

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の新たな活性化
策として、令和3年度から5年度までの3年間、「みんなの道
後温泉 活性化プロジェクト」を実施。
・R3年度は「地熱づくり」をテーマにアート作品の公開や、関
係人口の構築に繋がるプログラムを実施。
・R4年度は、4年ぶりに芸術祭「道後オンセナート2022」を開
催。
・令和5年度は「アート&クラフト」をテーマに「道後アート
2023」を開催。

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の活性化策「みんなの道後温
泉 活性化プロジェクト」の一環として、「アート&クラフト」をテーマに「道後
アート2023」を開催。
シンボル作品「100 colors no.42」などのアート作品の展示やクラフト
ミュージアムでのポップアップショップの展開など、道後温泉地区の滞在
性と回遊性を高めたほか、「クラフトフェア」や「道後子ども夜市」、「街歩
きエンターテイメント『MILLION GUIDES-ガイドの数だけ道がある-』」な
ど、様々なイベントを実施し話題を発信するなど、地域全体で連携しな
がら観光人口の拡大につなげた。

令和3年度から3カ年の事業であり、令和5年度末で事業は終了。

これまで観光地間競争の激化や道後温泉本館保存修理工事
による、観光客の減少や、地域経済に及ぼす影響を緩和する
ために道後温泉の活性化に取り組んできた。
「温泉」という地域資源に「アート」を取り入れた本事業は、様々
な分野で活躍するアーティストやクリエーターが参加し、アート
作品の展示やポップアップショップの展開のほか、イベントを随
時実施し、年間を通じて話題を発信することで道後温泉地区で
の滞在性や回遊性を高め、道後温泉の活性化に繋げた。

①小中学生をはじめとした子どもたちが多様
な価値観や表現に触れることができるよう
に、公演等の実施やワークショップ等の参加
型の文化芸術事業により、質の高い文化芸
術の鑑賞や多様な文化芸術活動の体験の機
会を提供します。

④文化芸
術の教育・
福祉・産業
経済等へ
の活用

②高齢者の
文化芸術機
会の充実・
交流促進

①健康で生きがいを持った生活が送れるよう
に、囲碁・将棋大会やコーラス活動などの文
化芸術活動による相互の交流を図ります。

③障がい者
の文化芸術
活動の推進

①様々なアート（美術、音楽、演劇、ダンス、
書道、俳句など）やそれらを掛け合わせた表
現活動をする機会の提供や文化講座の開催
などを通して、障がい者による文化芸術活動
への支援に努めます。

②アーティストと協働して、障がい者による表
現や日常生活での文化的な営みに寄り添い
ながら支援します。

②交流・関
係人口の
創出による
産業経済
の活性化

①産業分野
での連携の
推進

①道後地区でのアートプロジェクトをはじめ、
松山市の文化芸術の土壌を活用した様々な
イベントなどを開催することで観光誘客、新た
なビジネスの創出、都市ブランド力の向上を
図ります。
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基本目標 方針 施策 具体的内容
事業名

（イベント名）
所管課等 事業概要 R5実績 R6実績 効果

④文化芸
術の教育・
福祉・産業
経等への
活用

②交流・関
係人口の
創出による
産業経済
の活性化

①アーティストやクリエイターなどの文化芸術
関係者が地域に滞在して制作活動などを行
い、地域と交流を持つことによって、地域との
連携協働の機会や創造的人材の創出に取り
組みます。 未来へつなぐ道

後まちづくり事業
（再掲３）

道後温泉事務所

【未来へつなぐ道後まちづくり事業】
道後温泉本館保存修理後期工事期間中の新たな活性化
策として、令和3年度から5年度までの3年間、「みんなの道
後温泉 活性化プロジェクト」を実施。
・R3年度は「地熱づくり」をテーマにアート作品の公開や、関
係人口の構築に繋がるプログラムを実施。
・R4年度は、4年ぶりに芸術祭「道後オンセナート2022」を開
催。
・令和5年度は「アート&クラフト」をテーマに「道後アート
2023」を開催。

道後温泉本館保存修理後期工事期間中の活性化策「みんなの道後温
泉 活性化プロジェクト」の一環として、「アート&クラフト」をテーマに「道後
アート2023」を開催。
シンボル作品「100 colors no.42」などのアート作品の展示やクラフト
ミュージアムでのポップアップショップの展開など、道後温泉地区の滞在
性と回遊性を高めたほか、「クラフトフェア」や「道後子ども夜市」、「街歩
きエンターテイメント『MILLION GUIDES-ガイドの数だけ道がある-』」な
ど、様々なイベントを実施し話題を発信するなど、地域全体で連携しな
がら観光人口の拡大につなげた。

令和3年度から3カ年の事業であり、令和5年度末で事業は終了。

これまで観光地間競争の激化や道後温泉本館保存修理工事
による、観光客の減少や、地域経済に及ぼす影響を緩和する
ために道後温泉の活性化に取り組んできた。
「温泉」という地域資源に「アート」を取り入れた本事業は、様々
な分野で活躍するアーティストやクリエーターが参加し、アート
作品の展示やポップアップショップの展開のほか、イベントを随
時実施し、年間を通じて話題を発信することで道後温泉地区で
の滞在性や回遊性を高め、道後温泉の活性化に繋げた。

新入学生等おも
てなし招待事業

企画戦略課

　大学等への新入学生を対象に市有文化施設等へ無料招
待する事業。松山市の歴史や文化、特色に触れてもらうこ
とで、本市への愛着を持ってもらうとともに、家族や友人な
どへ発信してもらうことを目的としている。

松山圏域内の大学6校、短期大学3校、専門学校18校の新入学生およ
び留学生約6,300名を対象にパンフレットを配布して実施している。
施設利用者数：403人

松山圏域内の大学6校、短期大学3校、専門学校18校の新入学生およ
び留学生約6,300名を対象にパンフレットを配布して実施している。
施設利用者数：370人

松山圏域の他市町（伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥
部町）と連携し、大学生等が文化施設の利用を通じて本市の魅
力を知る機会となっている。

俳 句 ポ ス ト （ 再
掲）

文化・ことば課
・市内の主要観光地や道後温泉のホテル・旅館、路面電車
や四国八十八箇所霊場のお寺など、80か所以上に誰でも
投句できる俳句ポストを設置している。

・松山市役所文化・ことば課
・垣生山公園
に新規で俳句ポストを設置。

市内俳句ポスト設置数：87個(R6.3時点)
市内俳句ポスト投句数：7,343句

・みきゃんパーク梅津寺
に新規で俳句ポストを設置。
・路面電車（旧型車両）3台
の俳句ポストを撤去。

市内俳句ポスト設置数：85個(R7.3時点)
市内俳句ポスト投句数：8,232句

市民や本市を訪れる観光客などに俳都松山の俳句文化に触
れてもらい、俳句文化への親しみを深めてもらうことができた。

俳句ポスト365
（再掲）

文化・ことば課

・平成25年1月より運用開始（月２回兼題。H27年11月まで
は毎週）。
・令和3年4月にサイトをリニューアルし、月1回兼題を設定
し、家藤正人氏と俳都松山大使夏井いつき氏が選句・選
評。

投句数：94,000句
投句者数：39,241人

投句数：102,405句
投句者数：40,281人

市内外に向け、俳都松山のPRができた。

TGC 松山 2024 文化・ことば課

東京ガールズコレクション(通称TGC)の地方開催を通じて地
方創生を推し進める「東京ガールズコレクション地方創生プ
ロジェクト」を愛媛県と連携して誘致し、地域の魅力や産業
を全国へ向けて発信するとともに、“東京の最先端”を体
験、経験できる機会を提供する。

－
四国ではじめて「TGC 松山 2024」を開催し、地域の魅力や産業を全国
へ向けて発信するとともに、“東京の最先端”を体験、経験できる機会を
提供した。

若い世代を中心に、松山市の認知度と愛着を高める機会につ
ながった。

③旅行者
ニーズを捉
えた文化観
光の推進

坂の上の雲ミュー
ジアム講座

坂の上の雲ミュージア
ム

近代国家および松山の研究をテーマに、受講者に過去、現
代、未来へと続く歴史と文化を学んでもらうことを目的として
いる。

受講人数　73名 受講人数　86人
毎年明治や松山についての講座を提供することで、過去・現
代・未来へと続く歴史と文化について学んでいただくことができ
た。

『坂の上の雲』の
まちを歩こう
松 山 ふ る さ と
ウォーク

まちづくり推進課

『坂の上の雲』ゆかりの資源をはじめ、市内の地域資源を
体感するウォークイベントを毎年開催している。民間企業や
地域団体等と協働しながら、様々なテーマやポイントを設定
し、市内各ゾーンを巡る「松山ふるさとウォーク」を実施して
いる。

久谷地域で下記のとおり実施
【開催日】令和５年１１月４日（土）　９：３０～１４：３０
【参加者】６８５名（レギュラー４５０名、ロング２３５名）
レギュラーとロングの２コースを設け、参加者が体力に合わせてコース
を選択できるようにした。

「道後温泉本館全館営業再開・改築１３０周年の記念事業」として、道後
地域で下記のとおり実施
【開催日】令和６年１１月３０日（土）　９：３０～１３：００
【参加者】７９１名
クイズポイントである松山神社にフォトスポットを設置するなど、参加者
が楽しめる工夫をしたほか、地元小中学生にクイズポイントでのヒント出
しやゴール会場での抽選に参加するなど、地域と連携した取組を実施し
た。

ラジオでの解説を聞きながら、開催エリアの魅力ある地域資源
を巡るイベント開催を通して、『坂の上の雲』のまち松山の魅力
を参加者に再発見してもらうことができた。参加者の９０％以上
が「大変よかった」「よかった」と回答するなど、満足度の高く
なっている。

. まちづくり推進課

『坂の上の雲』ゆかりの資源をはじめ、市内の地域資源を
自転車を使用して巡るポイントラリーを毎年開催している。
民間企業等と構成する実行委員会形式で実施しており、サ
ブセンターゾーンを中心に自転車の機動力を生かしたエリ
ア設定を行い、市内の地域資源を広く体験できるようポイン
ト設定を行っている。

風早地域で下記のとおり実施
【開催日】令和５年１１月１２日（日）　スタート10時 ゴール13時30分
【参加者】２１チーム ６５名

「道後温泉本館全館営業再開・改築１３０周年の記念事業」として、道後
地域で下記のとおり実施
【開催日】令和６年１１月１０日（日）１０：００スタート、１３：３０ゴール
【参加者】３７チーム１０４名
愛媛サイクリングの日のイベントの一環として実施。観光客等で混雑す
る道後温泉本館周辺は徒歩ゾーンとするなど、安全面にも配慮。小学
生部門の表彰を設けるなど、若い世代が参加したくなるような工夫をし
た。

開催エリア内にある地域資源を自転車や徒歩で巡るイベント開
催を通して、参加者に対して『坂の上の雲』のまち松山の魅力
を再発見してもらうことができた。参加者からは、「普段行けな
い場所に行けた」などの好評を受けた。

「松山はいく」を軸
とした着地型観光
プ ロ グ ラ ム の販
売促進

観光・国際交流課
着地型旅行商品を開発し、旅行会社、・交通事業者及び宿
泊事業者に対して交渉・販売促進を行うことで、松山への集
客を目指す。

旅行商品の販売促進のため、旅行会社、交通事業者及び宿泊事業者
などに対する普及活動を実施した。

令和5年度の採用旅行会社数は20社

旅行商品の販売促進のため、旅行会社、交通事業者及び宿泊事業者
などに対する普及活動を実施した。

令和6年度の採用旅行会社数は18社

旅行会社の販売サイトや広告出稿等を通じ、消費者の目に触
れるよう旅行商品の販売促進を行い、松山の魅力を伝えること
ができた。

俳句を使った観
光パンフレット

観光・国際交流課

まち歩きガイド事業で人気のあるコースをチラシに掲載し、
交通結節点や宿泊施設などに配架することで、「松山はい
く」の認知度向上及び利用促進を行い、松山への集客を目
指す。

交通結節点や宿泊施設などに「松山はいく」のチラシを配架し、周知を
行った。

令和5年度の「松山はいく」利用者は、2,766人

交通結節点や宿泊施設などに「松山はいく」のチラシを配架し、周知を
行った。

令和6年度の「松山はいく」利用者は、2,470人

チラシなどによる周知活動により、「松山はいく」の認知度向上
につながった。

・ 県 指 定史 跡庚
申庵活用事業
・ 一 草 庵公 開活
用事業
・ 葉 佐 池古 墳公
園公開活用事業

文化財課
市内にある古建築など文化的に優れた建築物や空間等の
再発見、また、文化イベント等の活用を促進している。

庚申庵来園者数１０，８６１人、一草庵来庵者数３，５１５人、葉佐池古墳
公園来園者数１，７９５人

庚申庵来園者数８，１３２人、一草庵来庵者数３，１１７人、葉佐池古墳
公園来園者数１，６６７人

文化財等を公開・活用することで，市民や観光客が松山の歴史
文化に触れ，体験しながら学びを深めることに役立っている。

ねんりんピック愛
顔のえひめ2023
開催事業

長寿福祉課
俳句をはじめとする文化及びスポーツの交流大会を開催
し、全国から集まる参加者や市民に対し、健康増進、社会
参加、生きがいの高揚等を図ることを目的としている。

俳句交流大会では、募集句に全国から5,458句の投句、当日句は令和５
年10月29日に道後地区界隈で吟行会が行われた。参加者には松山の
魅力あふれる観光地の紹介、参加賞には松山の特産品を配布した。

ねんりんピックは全国都道府県持ち回りでの開催のため、令和５年度で
終了となる。

大会を通じて、スポーツ・文化活動を「する」「みる」「ささえる」と
いった様々な関わり方で交流人口の拡大につながった。県外
からの参加者には特産品や観光地の情報発信を行ったこと
で、大会期間中には道後温泉や松山城、中央商店街などで多
くの選手をお見かけし、一定の経済効果があった。

文化財 めぐ り事
業

文化財課

国・県・市指定文化財等の郷土にある様々な文化遺産を見
学する機会を作り、文化財の公開活用と保護意識の醸成を
図るための事業。
地域別・分野別に13コースを設定し、毎回大型バスを借り
上げ実施している。

Ｒ5実施回数：１７回、参加者数：466人 Ｒ6実施回数：17回、参加者数：463人
文化財めぐり事業の参加者が、文化財保護ボランティア活動に
参加するなど、文化財を大切に護り伝えていく心を育むという
研修の目的が達成されている。

②文化に触れる体験メニューを盛り込んだ修
学旅行誘致や、国内外の観光客向け文化体
験の提供などを通じて、旅行形態の多様化に
伴う文化体験などの「コト消費」への対応に取
り組みます。

③市内にある古建築や歴史的建造物などの
文化的に優れた建造物・空間等の再発見や、
文化芸術イベントへの活用を通して地域振興
に取り組みます。

②地域と創
造的人材の
創出促進

②文化芸術のイベント・ワークショップ等の継
続的な実施や、松山発の文化芸術の発信に
オンライン等を活用しながら取り組むことで、
地域の魅力を本市内外に広め、関係人口の
創出を推進します。

①小説『坂の上の雲』ゆかりの地域資源や文
化財等を回遊する各種イベントを実施して、
地域の文化資源を体感できるような回遊型の
まちづくりを行います。
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